


唐
から

獅
じ

子
し

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

（右隻）  狩野永徳筆  安土桃山時代・16世紀  宮内庁三の丸尚蔵館蔵
教科書でもおなじみの桃山の名品

蘭
ら

陵
りょう

王
おう

置
おき

物
もの

  海
うん

野
の

勝
しょう

珉
みんん

作  
宮内庁三の丸尚蔵館蔵  明治23年（1890）
色金を多用した明治金工の代表作。明治23年
の内国勧業博覧会で妙技一等賞を受賞

動
どう

植
しょく

綵
さい

絵
え

のうち群
ぐん

鶏
けい

図
ず

  伊藤若冲
筆  江戸時代・18世紀  宮内庁三の
丸尚蔵館蔵（1期展示）  全三十幅の
展示は東京では十数年ぶり

菊
きく

蒔
まき

絵
え

螺
ら

鈿
でん

棚
だな

  川
かわ

之
の

邊
べ

一
いっ

朝
ちょう

作  明治36年（1903）  宮内庁三の丸尚
蔵館蔵（1期展示）  明治天皇のご下命品で、明治25年から36年ま
で11年を費やして制作された漆工芸の傑作
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1
期

永
徳
、若
冲
か
ら
大
観
、松
園
ま
で

　

1
期
は
2
章
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

1
章「
近
世
絵
画
の
名
品
」
で
は
、
桃

山
画
壇
の
巨
匠
狩か

野の
う

永え
い

徳と
く

の
唐か

ら

獅じ

子し

図ず

屛び
ょ
う

風ぶ

、
伊い

藤と
う

若じ
ゃ
く

冲ち
ゅ
う

の
動ど

う

植し
ょ
く

綵さ
い

絵え

全
三
十

天
皇
陛
下
御
即
位
20
年
を
記
念
し
、
皇
室
ゆ
か
り
の
名
宝
が
せ
い
ぞ
ろ
い
。

1
期
、
2
期
に
わ
け
て
、
た
っ
ぷ
り
と
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

∨∨∨
関
連
事
業

記
念
講
演
会

①
10
月
10
日（
土
）13
時
30
分
〜
15
時

宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
学
芸
室

主
任
研
究
官  

太
田
彩
氏

「
皇
室
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、 平
成
の
歩
み

│
理
修

調
査
報
告
を
中
心
と
し
て
│
」

②
11
月
15
日（
日
）13
時
30
分
〜
15
時

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
長  

杉
本
一
樹
氏

「
正
倉
院
の
宝
物  

歴
史
の
奥
行
き
」

会
場

：

平
成
館
大
講
堂

定
員

：

3
8
0
名（
事
前
申
込
制
）

無
料

：

た
だ
し「
皇
室
の
名
宝
」展
観
覧
券

（
半
券
で
も
可
）が
必
要

申
込
方
法

：

往
復
は
が
き
の「
往
信
用
裏

面
」に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が

な
）・
電
話
番
号
・
希
望
す
る
講
演
日
を
、

「
返
信
用
表
面
」に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

を
明
記
し
て
、
左
記
ま
で
お
申
込
下
さ
い
。

　

〒
1
0
6-

8
6
1
1  

東
京
都
港
区
西

麻
布
2-

25-

18 

麻
布
パ
レ
ス
ビ
ル 

ユ
ー
ス・

プ
ラ
ニ
ン
グ 

セ
ン
タ
ー 「
皇
室
の
名
宝
」記

念
講
演
会
係

1
枚
の
往
復
は
が
き
で
1
日
分
の
講
演

会
・
2
名
ま
で
の
応
募
可
。2
人
の
場
合
は

そ
れ
ぞ
れ
の
氏
名
を
明
記
し
て
下
さ
い
。

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

締
切

：

①
9
月
16
日（
水
）必
着

 

②
10
月
23
日（
金
）必
着

幅
が
出
品
さ
れ
ま
す
。

　

2
章
は「
近
代
の
宮
殿
装
飾
と
帝て

い

室し
つ

技ぎ

芸げ
い

員い
ん

」と
題
し
て
、
明
治
時
代
の
工
芸
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
ま
す
。
京
都
か
ら
東
京
に
移
ら

れ
た
明
治
天
皇
は
江
戸
城
西
の
丸
に
住
ま

わ
れ
ま
し
た
が
、
明
治
二
十
一
年（
一
八
八

八
）西
洋
宮
殿
の
装
飾
を
取
り
入
れ
た
明
治

宮
殿
を
造
営
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
宮
殿
に
飾

ら
れ
た
工
芸
品
や
明
治
二
十
三
年
に
発
布

さ
れ
た
美
術
工
芸
作
家
を
顕け

ん

彰し
ょ
う

す
る
帝
室

技
芸
員
制
度
で
任
命
さ
れ
た
作
家
た
ち
に

よ
る
明
治
の
工
芸
の
粋
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

関
連
展
示

1
期 

:

 

10
月
6
日（
火
）〜
11
月
3
日（
火
・
祝
）

「
大
和
絵
屛
風
の
伝
統
」

2
期 

:

 

11
月
12
日（
木
）〜
11
月
29
日（
日
）

「
正
倉
院
宝
物
の
模
造
制
作

活
動
│
伝
統
技
術
の
継
承
と
保
護
」

平
成
館
企
画
展
示
室

　

平
成
館
企
画
展
示
室
で
は
、
特
別
展
関

連
展
示
を
行
い
ま
す
。
1
期
は
、「
大
和
絵

屛
風
の
伝
統
」と
題
し
て
、
悠ゆ

紀き

・
主す

基き

地

方
風
俗
歌
屛
風（
平
成
度
）を
ご
覧
い
た
だ

き
ま
す
。
即
位
後
に
行
わ
れ
る
大
嘗
祭
で

は
、
稲
を
献
上
す
る
悠
紀（
京
都
の
東
か
ら

1期：永徳・若
じゃく

冲
ちゅう

から大観･松
しょう

園
えん

まで 10月6日（火）～11月3日（火・祝）
2期：正倉院宝物と書･絵巻の名品 11月12日（木）～11月29日（日）

皇室皇室の名宝名宝
御即位20年記念特別展

─日本美日本美の華



螺
ら

鈿
でん

紫
し

檀
たんの

阮
げん

咸
かん

  
奈良時代・8世紀  正倉院宝物  
『国家珍宝帳』に記載があり、聖武天皇が
愛用された可能性が高い楽器。背面には、
精巧な螺鈿細工で長い瓔珞をくわえた一
対の鸚鵡が表わされています

蒙
もう

古
こ

襲
しゅう

来
らい

絵
え

詞
ことば

（部分）  鎌倉時代・13世紀  宮内庁三の丸尚蔵館蔵  鎌倉時代の2度にわたるモン
ゴル軍の襲来（元寇）を描いた傑作。教科書で見たことのある人も多いはず

悠紀・主基地方風俗歌屛風（平成度） 悠紀地方  東山魁夷筆  平成2年（1990）  
今上陛下のご即位の際に用いられた屛風

※関連展示は、平常展料金でご観覧いただけます。

紺
こん

夾
きょう

纈
けち

絁
あしぎ

几
ぬのき

褥
じょく

  
奈良時代・8世紀  正倉院宝物  
文様の細部まで色鮮やかに染められた敷物

◉は国宝、◎は重要文化財、○は重要美術品を表します。とくに表記のないものは東京国立博物館蔵です。3

御即位20年記念特別展 「皇室の名宝 ─日本美の華」
1期：10月6日（火）～11月3日（火・祝）  2期：11月12日（木）～11月29日（日）  東京国立博物館 平成館

主催：東京国立博物館、宮内庁、NHK　特別協力：NHKプロモーション、読売新聞社、日本経済新聞社　
観覧料金：一般1,300円（1,100円／1,000円）、大学生1,000円（800円／700円）、高校生700円（500円／400円）
※（　）内は、前売／20名以上の団体料金。中学生以下無料。入館の際、年齢のわかるものをご提示下さい 

※障害者とその介護者1名は無料。入館の際に、障害者手帳などをご提示ください
1、2期セット券2,200円、前売2,000円  ※セット券は1期専用観覧券と2期専用観覧券の2枚組です。セット券は一般のみです 

※11月12日（木）は天皇陛下御即位20年を記念して入館無料です（来場者多数の場合、ご入館いただけないことがあります）
お問い合わせ：ハローダイヤル 03-5777-8600  ※作品は、1期と2期ですべて替わります  

2
期

　

2
期
は
4
章
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

1
章
は「
古

い
に
し
え

の
美
」
で
正
倉
院
宝
物
を

中
心
に
考
古
遺
品
や
明
治
時
代
に
法
隆
寺

か
ら
皇
室
に
献
納
さ
れ
た
法
隆
寺
献
納
宝

物
が
出
品
さ
れ
ま
す
。

　

正
倉
院
宝
物
は
聖
武
天
皇
の
ご
遺
愛
品

で
あ
る
螺ら

鈿で
ん

紫し

檀た
ん
の

阮げ
ん

咸か
ん

、
机
の
敷
物
で

あ
る
紺こ

ん

地じ

夾き
ょ
う

纈け
ち

絁あ
し
ぎ

几ぬ
の
き

褥じ
ょ
く

は
じ
め
漆し

っ

胡こ

瓶へ
い

、

天
武
天
皇
か
ら
聖
武
天
皇
ま
で
歴
代
の
天

皇
が
使
わ
れ
孝
謙
天
皇
に
よ
っ
て
大
仏
に

献
納
さ
れ
た
赤せ

き

漆し
つ

文ぶ
ん
か
ん

木ぼ
く
の

厨ず

子し

な
ど
総

数
二
十
二
件
が
出
品
さ
れ
ま
す
。

　

法
隆
寺
献
納
宝
物
で
は
、
教
科
書
に
も

載
っ
て
い
る
聖
徳
太
子
像
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

2
章
は「
古こ

筆ひ
つ

と
絵
巻
の
競
演
」と
題
し

て
、
小お

野の
の

道み
ち

風か
ぜ

の
玉ぎ

ょ
く

泉せ
ん

帖じ
ょ
う

、
伝
藤ふ

じ

原わ
ら
の

行ゆ
き

成な
り

の
粘で

っ

葉ち
ょ
う

本ぼ
ん

和わ

漢か
ん

朗ろ
う

詠え
い

集し
ゅ
う

な
ど
、
三さ

ん

筆ぴ
つ

、
三さ

ん

跡せ
き

と
よ
ば
れ
た
能の

う

書し
ょ

家か

に
よ
る
書
の
名
宝

と
蒙も

う

古こ

襲し
ゅ
う

来ら
い

絵え

詞こ
と
ば

、
春か

す

日が

権ご
ん

現げ
ん

験け
ん

記き

絵え

な

ど
著
名
な
絵
巻
が
一
堂
に
会
し
ま
す
。

　

3
章
は「
中
世
か
ら
近
世
の
宮
廷
美
」で

伏
見
天
皇
の
伊い

勢せ

物も
の

語が
た
り

絵え

詞こ
と
ば

を
は
じ
め

狩か
の
う野

探た
ん

幽ゆ
う

の
源げ

ん

氏じ

物も
の

語が
た
り

図ず

屛び
ょ
う

風ぶ

な
ど
中
世

か
ら
近
世
ま
で
の
宸し

ん

翰か
ん（
天
皇
の
書
）や
絵

画
な
ど
宮
廷
美
の
世
界
を
ご
覧
い
た
だ
き

ま
す
。

　

最
後
の
4
章「
皇
室
に
伝
わ
る
名
刀
」で

は
、
刀
が
お
好
き
で
あ
っ
た
明
治
天
皇
が
収

集
さ
れ
た
名
刀
か
ら
南
北
朝
時
代
に
バ
サ

ラ
大
名
と
呼
ば
れ
た
佐さ

さ々

木き

道ど
う

誉よ

の
愛
刀

で
あ
っ
た
道ど

う

誉よ

一い
ち

文も
ん

字じ

は
じ
め
、
鶴つ

る

丸ま
る

国く
に

永な
が

、
平ひ

ら

野の

藤と
う

四し

郎ろ
う

、
福ふ

く

岡お
か

一い
ち

文も
ん

字じ

則の
り

宗む
ね

や
今

上
天
皇
の
ご
生
誕
を
祝
し
て
昭
和
八
年
に

島
津
家
か
ら
献
上
さ
れ
た
長お

さ

船ふ
ね

光み
つ

忠た
だ

の
太

刀
な
ど
が
出
品
さ
れ
ま
す
。 

（
原
田
一
敏
）

選
ぶ
。
平
成
の
場
合
は
秋
田
県
）・
主
基（
京

都
の
西
か
ら
選
ぶ
。平
成
の
場
合
は
大
分
県
）

の
地
方
を
占
い
で
決
め
ま
す
。
さ
ら
に
儀
式

の
際
に
は
、
古
く
か
ら
悠
紀
・
主
基
地
方
よ

り
献
上
さ
れ
た
大
和
絵
に
よ
る
和
歌
御
屛
風

が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
今
上
陛
下

御
即
位
時
の
屛
風
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

2
期
は
、
皇
室
の
文
化
財
保
護
を
テ
ー
マ

に
し
た
展
示
で
す
。
明
治
期
か
ら
皇
室
が
中

心
と
な
っ
て
正
倉
院
宝
物
の
修
理
や
模
造

制
作
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
近
年
で
は
、

天
皇
陛
下
に
よ
る
日に

本ほ
ん

茜あ
か
ね

、
皇
后
陛
下
に

よ
る
小
石
丸（
日
本
産
種
の
繭ま
ゆ

）を
使
用
し

た
正
倉
院
裂ぎ
れ

の
模
造
が
注
目
さ
れ
ま
す
。「
皇

室
の
名
宝
」展
で
も
展
示
さ
れ
る「
春
日
権

現
験
記
絵
」（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
所
蔵
）

の
修
理
の
際
に
は
、
そ
の
模
造
の
裂
が
使
用

さ
れ
ま
し
た
。
修
理
に
関
す
る
資
料
と
と
も

に
、
き
ら
び
や
か
な
正
倉
院
宝
物
の
模
造
を

御
覧
く
だ
さ
い
。 

（
高
橋
裕
次
）

粘
でっ

葉
ちょう

本
ぼん

和
わ

漢
かん

朗
ろう

詠
えい

集
しゅう

（部分）  伝藤原行成筆  平安時代・
11世紀  宮内庁三の丸尚蔵館蔵  美しい唐紙に注目

正
倉
院
宝
物
と
書
・
絵
巻
の
名
品

背面



緑地花文錦  奈良時代・8世紀
道場幡の幡足下方の垂端飾。精巧で丁寧
に行われたボタンホール・ステッチに注目
道場幡道場幡の幡足の幡足下方の下方の垂端飾垂端飾 精巧。精巧で丁寧で丁寧
に行われたボタンホール・ステッチに注目

月に雁図額  加納夏雄作  明治30年（1897）
雁を表わす片切彫りは夏雄の得意技です
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「
皇
室
の
名
宝
│
日
本
美
の
華
」 

関
連
展
示

本
館
や
平
成
館
1
階
で
は
特
別
展「
皇
室
の
名
宝 

│
日
本
美
の
華
」の
開
催
に
あ
わ
せ
て
、

皇
室
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
を
行
い
ま
す
。
特
別
展
と
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　

当
館
に
は
、
明
治
の
は
じ
め
保

存
と
昔
の
織
物
の
研
究
の
た
め
、

正
倉
院
か
ら
頒
布
さ
れ
た
染
織
品

が
ガ
ラ
ス
挟
み
の
状
態
で
一
六
五

面
、
裂き
れ

の
点
数
で
は
二
六
〇
点
余

り
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
織
物
で

は
文
様
を
織
り
だ
し
た
綾あ
や

、
羅ら

、

多
彩
な
錦に
し
き

、
染
物
で
は
描か
き

絵え

、
上

代
三さ
ん

纈け
ち

と
呼
ば
れ
る
纐こ
う

纈け
ち

、
﨟ろ
う

纈け
ち

、

夾き
ょ
う

纈け
ち

、
そ
し
て
刺し

繡し
ゅ
う

と
い
っ
た
奈

良
時
代
に
用
い
ら
れ
た
染
織
品
の

ほ
と
ん
ど
の
種
類
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
こ
れ
ら
の
な
か
か
ら
織

物
を
中
心
に
展
示
い
た
し
ま
す
。

光
明
皇
后
に
よ
る
東
大
寺
へ
の
献

納
品
目
録
で
あ
る「
国
家
珍
宝
帳
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
樹じ
ゅ

皮ひ

色い
ろ

織
し
ょ
く

成せ
い

袈け

裟さ

の
一
部
と
推
定
さ
れ
る
残

欠
も
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
聖
武

天
皇
一
周
忌
の
法
要
に
飾
ら
れ
た

灌か
ん

頂じ
ょ
う

幡ば
ん

と
道ど
う

場じ
ょ
う

幡ば
ん

の
幡ば
ん

足そ
く

下
方

に
付
け
ら
れ
た
垂す
い

端た
ん

飾か
ざ
り

や
天て
ん

蓋が
い

の
垂す
い

飾し
ょ
く

、
現
在
の
靴
下
の
よ
う

な
形
を
し
た
襪
し
と
う
ず

な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
原
品
で
は
織
物
の
全

容
が
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
昭
和

の
は
じ
め
に
織
物
の
文
様
を
織
り

だ
し
た
反
物
状
の
模
織
作
品
な
ど

も
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
展
示
さ
れ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
作
品
で
す

が
、「
皇
室
の
名
宝
」展
で
正
倉
院

宝
物
が
展
示
さ
れ
る
の
に
併
せ
て

企
画
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。 

（
澤
田
む
つ
代
）

正
倉
院
織
物
の
綾
に
錦
と
織
物
文
様
の
模
織
品

特
集
陳
列「
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
正
倉
院
織
物
」

 

11
月
10
日（
火
）〜
12
月
6
日（
日
）  

本
館
特
別
2
室

　

帝
室
技
芸
員
は
、
帝
室
に
よ
っ

て
美
術
工
芸
作
家
の
保
護
と
制
作

の
奨
励
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ

た
顕
彰
制
度
で
す
。
帝
室
技
芸
員

は
終
身
制
で
、
任
命
さ
れ
る
と
生

涯
勅
任
官
の
待
遇
を
受
け
、
そ
の

一
方
で
下
命
に
よ
る
作
品
制
作
や

帝
室
博
物
館（
現
在
の
東
京
国
立
博

物
館
）総
長
の
諮し

問も
ん

に
応
じ
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
二
十
一
年（
一
八
八
八
）、

加
納
夏
雄
を
は
じ
め
十
七
名
が
帝

室
技
芸
員
の
前
身
で
あ
る
宮
内
省

工
芸
員
に
選
ば
れ
、
宮
内
省
技
芸

員
と
名
称
を
変
え
た
後
、
明
治

二
十
三
年（
一
八
九
〇
）に
工
芸
と

　

東
京
国
立
博
物
館
は
、
明
治
十

九
年（
一
八
八
六
）
か
ら
昭
和
二

十
二
年（
一
九
四
七
）
の
間
、
宮

内
省（
現
在
の
宮
内
庁
）所
属
の

博
物
館
で
し
た
。
明
治
三
十
三
年

（
一
九
〇
〇
）か
ら
昭
和
二
十
二
年

の
間
は
東
京
帝
室
博
物
館
と
名
乗

っ
て
お
り
、
そ
の
名
の
通
り
、
皇

室（
帝
室
）
と
深
く
関
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
今
回
は
、
当
館
の
所
蔵

品
の
な
か
か
ら
皇
室
に
由
来
す
る

作
品
を
特
集
い
た
し
ま
す
。

　

美
術
奨
励
を
目
的
と
し
て
優
れ

た
美
術
家
を
皇
室
が
保
護
す
る
た

め
に
与
え
ら
れ
た
栄
誉
職
・
帝
室

技
芸
員
。
大
正
元
年（
一
九
一
二
）

に
当
時
の
帝
室
技
芸
員
が
一
団
と

な
っ
て
帝
室
博
物
館
に
寄
贈
し
た

作
品
や
、
法
隆
寺
が
皇
室
に
献
納

美
術
工
芸
家
の
保
護
と
奨
励
の
た
め
に

特
集
陳
列「
帝て

い

室し
つ

技ぎ

芸げ
い

員い
ん

」

 
9
月
8
日（
火
）〜
12
月
6
日（
日
）  

本
館
19
室

皇
室
と
博
物
館
の
歴
史
を
振
り
返
る

シ
リ
ー
ズ「
歴
史
を
伝
え
る
」

特
集
陳
列「
皇
室
と
東
京
帝
室
博
物
館
」

 

10
月
14
日（
水
）〜
12
月
6
日（
日
）  

本
館
16
室

赤坂離宮下絵 花鳥図画帖  荒木寛畝・渡辺省
亭筆 明治時代・19世紀
赤坂離宮花鳥之間を飾る七宝額の下絵。赤坂
離宮（現・迎賓館）は、明治42年（1909）に完
成した東宮御所。今上陛下が皇太子殿下であ
られた昭和20年（1945）11月から7ヶ月間だ
け「東宮御在所」として使用されました

美
術
を
対
象
分
野
と
す
る
帝
室
技

芸
員
制
度
が
発
足
し
ま
し
た
。
以

後
、
昭
和
十
九
年（
一
九
四
四
）ま

で
に
十
三
回
、
七
十
九
名
が
帝
室

技
芸
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
分
野
は
陶
磁
、
七
宝
、
漆
工
、

染
織
、
金
工
、
刀
剣
、
絵
画
、
彫
刻
、

建
築
、
写
真
、
篆て
ん

刻こ
く

、
図
案
と
多

岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。

　

当
館
の
前
身
は
帝
室
博
物
館
で

あ
っ
た
た
め
、
帝
室
技
芸
員
の
選
定

に
大
き
く
関
わ
っ
て
お
り
、
帝
室
技

芸
員
の
作
品
も
数
多
く
収
蔵
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
陶
磁
、

金
工
、
漆
工
の
各
分
野
の
作
品
を

ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。 

（
加
島 

勝
）

し
た「
法
隆
寺
献
納
宝
物
」
の
関

係
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
明
治
五
年（
一
八
七
二
）

の
正
倉
院
開
封
以
降
、
当
館
は
皇

室
と
と
も
に
正
倉
院
宝
物
の
管
理

や
修
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。『
正

倉
院
御
物
図
集
』
や『
御
物
上
代

染
織
文
』
を
発
行
し
、
昭
和
十
五

年（
一
九
四
〇
）
に
は
正
倉
院
宝

物
を
東
京
に
運
ん
で
、
大
々
的
に

「
正
倉
院
御
物
特
別
展
観
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
上
野
公

園
に
で
き
た
長
蛇
の
列
を
描
い
た

「
く
ち
な
わ
物
語
」
か
ら
、
当
時

の
熱
狂
振
り
が
う
か
が
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
明
治
宮
殿（
戦
前
の
皇

居
）、
赤
坂
離
宮
、
二
条
離
宮
な

ど
、
皇
室
建
築
に
関
わ
る
資
料
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
恵
美
千
鶴
子
）

※平常展料金でご観覧いただけます。
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上：◉松林図屛風（部分）  長谷川等伯筆  安土桃山時代・16世紀  
筆と墨だけで光と風を見事にあらわした水墨画の最高傑作
左：◎仏涅槃図（部分）  長谷川等伯筆  
安土桃山時代・慶長4年（1599）  京都・本法寺蔵
宮中でお披露目されたのち、本法寺に寄進された大涅槃図
中：◉楓図（部分）  長谷川等伯筆  安土桃山時代・16世紀  
京都・智積院蔵  等伯が絵筆で天下を取った証

没後400年 特別展  長谷川等伯　
2010年2月23日（火）～3月22日（月・休）  平成館
主催：東京国立博物館、毎日新聞社、NHK、NHKプロモーション　
協賛：日本写真印刷　
観覧料金：一般1, 00円（1, 00円／ 0 円）、
大学生1, 00円（ 00円／ 600円）、高校生 700円（ 00円／ 00円）
※（　）内は前売り／20名以上の団体料金。中学生以下無料  

※障害者とその介護者1名は無料。入館の際に、障害者手帳などをご提示ください　
お問い合わせ：ハローダイヤル 03-5777-8600　
巡回展：京都国立博物館  2010年4月10日（土）～ 5月9日（日）

文化庁海外展  大英博物館帰国記念  国宝 土偶展　
2009年12月15日（火）～2010年2月21日（日）  本館特別5室
主催：文化庁、東京国立博物館、NHK、NHKプロモーション、毎日新聞社
協賛：日本写真印刷
観覧料金：一般800円（700円）、大学生600円（500円）、高校生400円（300円）
※（　）内は前売りおよび20名以上の団体料金。中学生以下無料  

※障害者とその介護者1名は無料。入館の際に、障害者手帳などをご提示ください　
お問い合わせ：ハローダイヤル 03-5777-8600

T o h a k u  H a s e g a w aT o h a k u  H a s e g a w a

T h e  P o w e r  o f  D o g uT h e  P o w e r  o f  D o g u

左から：◉合掌土偶  青森県風張1遺跡出土  縄文時代後期  八戸市蔵、◉中空土偶  北海道著保内野遺
跡出土  縄文時代後期  函館市教育委員会蔵、◉縄文のビーナス  長野県棚畑遺跡出土  縄文時代中期  
茅野市教育委員会蔵

　

織お

田だ

信の
ぶ

長な
が

や
豊と

よ

臣と
み

秀ひ
で

吉よ
し

た
ち
天て

ん

下か

人び
と

が
活
躍

し
た
時
代
、
天
才
絵
師
・
長
谷
川
等
伯（
一
五
三

九
〜
一
六
一
〇
）は
画
壇
に
一い

っ

閃せ
ん

の
光こ

う

芒ぼ
う

を
放
ち

ま
し
た
。
等
伯
没
後
四
〇
〇
年
と
い
う
節
目
の

年
に
、
史
上
最
大
規
模
と
な
る
大
回
顧
展
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
水
墨
画
の
最
高
峰「
国
宝  

松
し
ょ
う

林り
ん

図ず

屛び
ょ
う

風ぶ

」、金き
ん

碧ぺ
き

画が

の
至
宝「
国
宝  

楓か
え
で

図ず

」（
京

都
・
智
積
院
蔵
）や
人
々
を
驚
か
せ
た
高
さ
十
メ

ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ「
重
文  

仏ぶ
つ

涅ね

槃は
ん

図ず

」（
京
都
・

本
法
寺
蔵
）と
い
っ
た
代
表
作
を
は
じ
め
、
新
発

見
や
初
公
開
の
品
々
が
一
堂
に
会
し
ま
す
。

　

当
時
の
画
壇
の
エ
リ
ー
ト
狩か

野の
う

永え
い

徳と
く

に
対
し

て
、
等
伯
は
能
登
地
方
の
一
絵
師
か
ら
出
発
し

ま
し
た
。
絵
の
天
才
で
あ
っ
た
と
同
時
に
セ
ル

フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
天
才
で
も
あ
っ
た
等
伯
は
、

や
が
て
天
下
人
・
秀
吉
の
注
文
を
獲
得
す
る
ま
で

と
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
等
伯
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ

ー
は
彼
の
作
品
か
ら
も
あ
ふ
れ
出
し
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
郷
里
の
七
尾
に
残
し
た
仏
画
か
ら
、

上
洛
後「
等
伯
」と
名
乗
り
、
数
々
の
名
刹
に
揮

毫
し
た
作
品
ま
で
一
挙
に
公
開
し
ま
す
。
繊
細
な

仏
画
、
力
強
い
筆
線
の
水
墨
画
、
そ
し
て
豪
壮

な
金
碧
画
な
ど
、
彼
の
幅
広
い
画
業
か
ら
、
波

乱
に
と
ん
だ
等
伯
の
人
生
も
作
品
を
通
し
て
ご

覧
い
た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

（
松
嶋
雅
人
）

　

イ
ギ
リ
ス
の
大
英
博
物
館
で
2
0
0
9
年
9

〜
11
月
に
開
催
さ
れ
る
文
化
庁
海
外
展「T

H
E 

PO
W

E
R

 O
F D

O
G

U

」の
帰
国
を
記
念
し
た
特

別
展
を
開
催
し
ま
す
。
日
本
の
代
表
的
な
土
偶

と
そ
の
関
連
資
料
、
国
宝
三
件
、
重
要
文
化
財

二
十
三
件
を
含
む
全
六
十
七
件
が
一
堂
に
会
し
、

土
偶
の
発
生･

盛
行･

衰
退
の
過
程
と
、
そ
の

個
性
豊
か
な
造
形
美
に
迫
り
ま
す
。

　

伸
び
や
か
に
両
手
を
上
げ
る
も
の
、
出
産
間

近
の
女
性
の
姿
を
表
す
も
の
、
不
思
議
な
形
の

顔
面
を
も
つ
も
の
な
ど
、「
祈
り
の
造
形
」と
も

称
さ
れ
、
縄
文
時
代
の
人
々
の
精
神
世
界
や
信

仰
の
あ
り
方
を
具
現
化
し
た
芸
術
品
と
し
て
、

世
界
的
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
土
偶
の
世
界

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

特
別
展

 
予
告没後400年 特別展

長
は

谷
せ

川
がわがわ

等
とうとう

伯
はくはく

文化庁海外展  大英博物館帰国記念

国宝 国宝 土偶展土偶展

5 3 1,2 0
2 1,0 9 9
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恒
例
、
庭
園
開
放
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
さ

わ
や
か
な
秋
の
空
の
も
と
、
庭
園
を
散
策
し
て
み

ま
せ
ん
か
？　

本
館
北
側
の
庭
園
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
木
々
が
美
し
く
色
づ
き
ま
す
。
黄
色
く
燃
え

立
つ
応
挙
館
前
の
銀
杏
の
大
木
、
鮮
や
か
な
影
を

池
に
お
と
す
紅も

み
じ葉
な
ど
秋
の
東
博
の
景
色
を
ゆ
っ

く
り
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
こ
の
季
節
な
ら
で
は
の
お
楽
し
み
は
、

名
品
で
楽
し
む
紅
葉
狩
り
で
す
。

　

な
ん
と
い
っ
て
も
見
逃
せ
な
い
の
は
、
本
館
2
階

国
宝
室
に
展
示
さ
れ
る
国
宝 

観か
ん

楓ぷ
う

図ず

屛び
ょ
う

風ぶ

で
す
。

秋
の
庭
園
開
放
と

国
宝 

観か

ん

楓ぷ

う

図ず

屛び
ょ
う

風ぶ

公
開

博物館で
紅葉狩

秋
の
庭
園
開
放

10
月
20
日（
火
）〜
11
月
29
日（
日
）

※ 

庭
園
の
入
り
口
は
本
館
と
東
洋
館（
閉
館
中
）の
間
、

　
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ラ
・
コ
ー
ル
の
脇
に
な
り
ま
す

※
雨
天
に
よ
り
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

紅
葉
の
名
所
、
京
都
・
高
雄
の
紅
葉
狩
り
の
様
子

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
群
青
の
清
滝
川
の
ほ
と
り

で
お
弁
当
を
広
げ
、
お
茶
を
楽
し
み
、
踊
り
に
興

じ
る
人
々
。
空
に
は
雁
の
群
れ
が
飛
び
、
遠
く
雲

間
に
は
神じ

ん

護ご

寺じ

の
伽が

藍ら
ん

や
、
す
で
に
雪
を
か
ぶ
っ

た
愛あ

た

宕ご

神じ
ん

社じ
ゃ

も
望
ま
れ
ま
す
。
美
し
く
色
づ
い
た

紅
葉
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
秋
草
の
風
情
も

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

本
館
で
は
、
ほ
か
に
も
秋
草
や
紅
葉
な
ど
を
テ
ー

マ
に
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

（
小
林 

牧
）

◉観楓図屛風  狩野秀頼筆  室町～安土桃山時代・16世紀
本館2室「国宝室」  10月6日～11月1日展示

秋草蒔絵角盥  安土桃山～江戸時代・17世紀
本館13室  9月15日～12月13日展示

小袖  紅縮緬地幕紅葉模様  江戸時代・19世紀
本館10室  11月10日～2010年1月11日展示 萩  鈴木春信筆  江戸時代・18世紀

本館10室
10月6日～11月1日展示

色絵紅葉賀図茶碗  
仁清  江戸時代・17世紀  
山本富子氏・山本賢二氏寄贈
本館8室  11月8日まで展示

小袖 白綸子地竹垣萩文字
模様（部分）  
江戸時代・18世紀
本館10室
9月15日～11月8日展示
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平
常
展
見
ど
こ
ろ
案
内 

2
0
0
9
年
10
月
・
11
月

　

趙ち
ょ
う

孟も
う

頫ふ

（
一
二
五
四
〜
一
三
二
二
）
は
、
宋
の
皇

族
の
末ま

つ

裔え
い

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
二
十
六
歳
の

時
に
、
宋
は
蒙も

う

古こ

民
族
の
元
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
元
の
世
祖
フ
ビ
ラ
イ
は
、
元
に
反
感

を
持
つ
宋
の
人
々
を
懐
柔
す
る
た
め
に
、
宋
の
遺
民

の
中
か
ら
優
秀
な
文
化
人
を
抜
擢
さ
せ
る
と
、
趙
孟

頫
は
二
十
余
名
の
候
補
者
の
中
の
第
一
に
推
薦
さ
れ

ま
し
た
。
世
祖
は
趙
孟
頫
の
豊
か
な
才
能
を
高
く
評

価
し
、
漢
民
族
が
冷
遇
さ
れ
た
元
朝
に
あ
っ
て
、
趙

孟
頫
は
異
例
の
厚
遇
を
受
け
、
高
官
の
一
人
と
し
て

そ
の
生
涯
を
送
り
ま
し
た
。

　

趙
孟
頫
は
母
国
を
滅
ぼ
し
た
元
朝
に
仕
え
た
無
節

操
な
人
物
と
し
て
、
周
囲
か
ら
白
眼
視
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
彼
は
書
画
に
お
い
て
、
徹

底
し
た
復
古
主
義
を
貫
き
、
素
晴
ら
し
い
名
作
の

数
々
を
遺
し
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
は
あ
た
か
も
、
異

民
族
の
統
治
下
に
あ
り
な
が
ら
、
漢
民
族
が
創
り
上

げ
た
伝
統
を
誇
示
す
る
か
の
よ
う
な
一
途
さ
を
感
じ

さ
せ
ま
す
。

　

至
大
三
年（
一
三
一
〇
）、
趙
孟
頫
は
詔

み
こ
と
の
り

を
奉
じ

て
、
呉
興（
浙
江
）
か
ら
舟
で
大
都（
北
京
）
へ
向
う

途
中
、
見
送
り
に
来
た
独ど

っ

孤こ

淳じ
ゅ
ん

朋ぽ
う

か
ら
、
宋そ

う

拓た
く

の
定て

い

武ぶ

蘭ら
ん

亭て
い

序じ
ょ

を
譲
り
受
け
ま
す
。
ゆ
く
り
な
く
も
蘭
亭

序
を
ゆ
っ
く
り
と
愛
玩
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
趙
孟

頫
は
、
一
月
余
り
の
舟
旅
で
、
日
を
お
っ
て
蘭
亭
序

に
感
想（
跋ば

つ

文ぶ
ん

）
を
書
き
付
け
、
蘭
亭
序
の
全
文
を

臨
書
し
ま
し
た
。
跋
文
は
全
部
で
十
三
種
に
及
ぶ
こ

と
か
ら
、
後
世
こ
れ
を
蘭
亭
十
三
跋
と
尊
称
し
て
い

ま
す
。
蘭
亭
序
の
拓
本
の
中
で
も
特
に
著
名
な
定
武

本
の
名
品
に
書
き
込
ん
だ
十
三
跋
は
、
そ
の
書
が
精

妙
で
あ
る
ば
か
り
か
、
趙
孟
頫
の
書
に
対
す
る
考
え

を
知
る
上
で
も
、
極
め
て
貴
重
な
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

清
時
代
の
乾
隆
年
間（
一
七
三
六
〜
九
五
）
に
譚た

ん

組そ
ん

綬じ
ゅ

の
所
蔵
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
没
後
、
火
災

に
遭
い
一
部
が
焼
け
て
し
ま
い
ま
す
。
譚
組
綬
の
門

下
、
英
和
が
燃
え
残
り
を
集
め
、
当
時
の
学
界
の
大

御
所
で
あ
る
翁お

う

方ほ
う

綱こ
う

に
見
せ
る
と
、
翁
方
綱
は
拓
本

の
収
集
家
・
李り

宗そ
う

瀚か
ん

に
命
じ
て
、
現
状
の
よ
う
に
装

丁
さ
せ
ま
し
た
。 

　
　
　

  　
　
　
　

（
富
田 

淳
）

異
民
族
の
統
治
下
で
守
っ
た
伝
統
の
書

蘭ら
ん

亭て
い

十じ
ゅ
う

三さ
ん

跋ば
つ  

趙ち
ょ
う

孟も
う

頫ふ

筆

　
　
　
　
　
特
集
陳
列  「
中
国
書
画
精
華
」よ
り

9
月
15
日（
火
）〜
11
月
8
日（
日
） 　

本
館
特
別
2
室

蘭亭十三跋  趙孟頫筆  元時代・至大3年（1310）  高島菊次郎氏寄贈
宋拓の定武本蘭亭序（右）と、趙孟頫が臨書をした部分（左）
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能
は
芝
居
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
ま
す

が
、
狂き

ょ
う

言げ
ん

の
よ
う
な
生
活
感
は
な
く
、
歌

舞
伎
の
よ
う
な
劇
的
な
展
開
も
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
大
げ
さ
な
身
振
り
や
表
現
を
必
要

と
し
な
い
能
の
演
技
で
は
、
能
面
の
も
つ

表
現
力
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も

　

ア
イ
ヌ
の
家
に
は
、
た
い
て
い
捕
獲

し
た
仔
熊
な
ど
を
育
て
る
檻お

り

が
あ
り
ま

す
。
連
れ
て
帰
っ
た
熊
の
幼
獣
は
コ
タ

ン（
村
）
を
訪
ね
て
く
れ
た
神
と
し
て
大

切
に
育
て
ら
れ
、
イ
オ
マ
ン
テ（
熊
送
り
）

に
よ
っ
て
感
謝
の
言
葉
と
贈
物
を
も
っ
て

神
の
国
へ
帰
す
の
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
神
が
再
び
人
間
へ
の
恵
み
と
な
る
現
世

の
身
体
を
ま
と
い
戻
っ
て
く
る
と
信
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
花
矢
は
、
鏃や

じ
り

部
分
を
黒
く
塗
り
、

き
れ
い
な
彫
刻
を
施
し
て
文
様
を
つ
け

た
木
製
の
も
の
で
、
イ
オ
マ
ン
テ
の
時
に

用
い
ま
す
。
同
心
円
文
・
渦う

ず

巻ま

き

（
モ
レ
ウ
）文
・
有ゆ

う

棘し

状じ
ょ
う（
ア
イ
ウ

シ
）文
な
ど
が
美
し
い
。
鏃
の
先

端
に
は
、
現
在
は
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
失
わ
れ
て
い
る
も
の
の
削
り
懸

け（
木
を
薄
く
そ
い
で
ひ
げ
状
に

残
す
装
飾
）
が
あ
り
ま
し
た
。
花

矢
は
送
ら
れ
る
仔
熊
の
お
土
産

で
、
直
接
に
傷
つ
け
る
わ
け
で
は

な
く
、
美
し
い
も
の
に
満
ち
み
ち

て
い
る
人
間
の
国
へ
再
訪
を
乞
う

た
め
の
矢
な
の
で
す
。
（
日
高 

慎
）

女
面
は
、
小こ

面お
も
て

を
基
本
形
と
し
年
齢
や

女
性
の
性
格
な
ど
を
繊
細
に
描
き
分
け
た

面
に
分
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
男
性
で
あ
る

能
楽
師
に
は
表
現
し
き
れ
な
い
表
情
を
追

求
し
て
き
た
結
果
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
女

性
役
の
象
徴
と
も
言
え
る
唐か

ら

織お
り

や
長
絹
の

色
と
模
様
、
着
付
け
方
は
役
柄
の
性
格
を

表
現
す
る
上
で
重
要
な
演
出
の
一
つ
で
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
の
能
装
束
を

選
ぶ
か
は
、
役
を
演
じ
る
能
楽
師
に
ゆ
だ

ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
能
に
お
け
る
女
性
の

風
姿
に
注
目
し
、
面
と
装
束
が
生
み
出
す

表
現
に
今
一
歩
深
く
分
け
入
っ
て
み
ま
し

ょ
う
。　　
　
　
　
　
　
　
（
小
山
弓
弦
葉
）

本
館
9
室  

能
と
歌
舞
伎

本
館
15
室  

民
族
資
料  

ア
イ
ヌ

イ
オ
マ
ン
テ（
熊
送
り
）を
中
心
に

特
集
陳
列

「
ア
イ
ヌ
の
祈
り
」

　
　
　
　
　

9
月
29
日（
火
）

　
　
　
　
　
　

〜
2
0
1
0
年
1
月
3
日（
日
）　

能
は
女
性
を
い
か
に
表
現
し
て
き
た
か

特
集
陳
列

「
能の

う

面め
ん

・能の
う

装し
ょ
う

束ぞ
く

に
見
る
能
の
表
現

　
　
　
　
　
　
│
女
性
の
風ふ

う

姿し

│
」

9
月
15
日（
火
）〜
11
月
8
日（
日
）
　

◎能面 増女  伝増阿弥作  江戸時代・18世紀  奈良・金春座伝来
玲瓏な表情を湛える「増女」は天女の霊性を表わす

唐織 紅緑段御簾色紙短冊萩模様  江戸時代・18世紀
王朝風の模様はみやびな貴族女性をほうふつとさせる

花矢  北海道アイヌ  19世紀

渦巻き（モレウ）文・有棘状（アイウシ）文
などの彫刻が美しい

　

明
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
、
灰
色
が
か
っ

た
粗あ

ら

い
素
地
に
失し

っ

透と
う

性せ
い

の
釉ゆ

う

薬や
く

を
厚
く
施

し
、
赤
や
緑
の
上
絵
具
で
の
び
や
か
な
文

様
を
描
い
た
磁
器
が
量
産
さ
れ
、
東
南
ア

ジ
ア
や
日
本
に
向
け
て
さ
か
ん
に
輸
出
さ

れ
ま
し
た
。
南な

ん

京き
ん

と
呼
ば
れ
た
景け

い

徳と
く

鎮ち
ん

窯よ
う

産
の
磁
器
に
対
し
、
中
国
南
部
で
焼
か
れ

た
磁
器
と
い
う
意
味
で「
呉ご

州す

」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
九
〇
年
代
に

入
っ
て
福
建
省
南
部
の
漳し

ょ
う

州し
ゅ
う

近
郊
で
焼

か
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
燃
え
る
よ

う
な
赤
と
生
気
溢あ

ふ

れ
る
筆
づ
か
い
に
は
、

景
徳
鎮
の
磁
器
と
は
異
な

る
独
特
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
同

時
期
に
漳
州
窯
で
焼
か
れ
た
呉
州
青
絵
や

呉
州
染
付
、
餅も

ち

花ば
な

手で

も
あ
わ
せ
て
ご
覧
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
香
合
や
菓
子
鉢
と

し
て
茶
席

で
珍
重
さ
れ
た

呉
州
赤
絵
や
、
江
戸
時

代
後
期
に
各
地
で
焼
か
れ
た
呉
州
赤
絵
写

し
を
展
示
し
、
日
本
文
化
と
の
深
い
か
か

わ
り
を
検
証
い
た
し
ま
す
。　
（
今
井 

敦
）

本
館
14
室  

工
芸

青
や
緑
の
の
び
や
か
な
文
様

特
集
陳
列

「
呉ご

州す

赤あ
か

絵え

」

　
　　

10
月
20
日（
火
）〜
12
月
20
日（
日
）

五彩コーラン聖詞大皿  漳州窯  明時代・17世紀
個人蔵
イスラム教の経典である『コーラン』の一節が記
されており、国際色豊かな呉州赤絵の性格があ
らわれています
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面
。
ク
ス
ノ
キ
材
製
の
面
が
飛
鳥
時
代
七

世
紀
、
そ
の
他
は
八
世
紀
の
作
で
す
。
中

で
も
ク
ス
ノ
キ
材
製
の
面
は
、
飛
鳥
時
代

の
木
彫
の
稀
少
な
作
例
と
し
て
重
要
な
作

品
で
す
。 

（
浅
見
龍
介
）

　

塚
廻
古
墳
は
、
河か

わ

内ち

飛あ
す

鳥か

と
よ
ば
れ
る

南
河
内
地
方
の
終
末
期
大
型
方
墳
で
す
。

墳ふ
ん

丘き
ゅ
う

の
版は

ん

築ち
く

工こ
う

法ほ
う

、
横
口
式
石せ

っ

槨か
く

の
漆し

っ

喰く
い

、
前
室
床
面
の
塼せ

ん

状じ
ょ
う

榛は
い

原ば
ら

石い
し

や
緑り

ょ
く

釉ゆ
う

棺か
ん

台だ
い

、
乾
漆
技
法
の
夾き

ょ
う

紵ち
ょ

棺か
ん

・
漆う

る
し

塗ぬ
り

籠か
ご

棺か
ん

に
は
寺
院
建
築
・
仏
像
な
ど
の
影
響
が
強

　

伎
楽
面
は
伎
楽
に
使
っ
た
仮
面
で
す
。

伎
楽
は
、
飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
主

に
寺
院
の
法ほ

う

会え

で
演
じ
ら
れ
た
歌
舞
劇
で

す
。
伎
楽
に「
ク
レ
ガ
ク
」
あ
る
い
は「
ク

レ
ノ
ウ
タ
マ
イ
」
と
ル
ビ
が
付
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
推す

い

古こ

天
皇
二
十
年（
六
一
二
）

に
百
済
の
人
が
呉
に
学
ん
で
伎
楽
を
伝
え

く
見
ら
れ
ま
す
。
副
葬
品
の
刺し

繡し
ゅ
う

用
金

糸
・
銀
糸
、金き

ん

象ぞ
う

嵌が
ん

大た

刀ち

・
鉛
ガ
ラ
ス
製
玉

類
な
ど
も
終
末
期
古
墳
の
典
型
例
で
す
。

　

六
世
紀
末
以
降
の
古
代
東
ア
ジ
ア
は
激

動
の
時
代
で
す
。
中
国
の
統
一
国
家
・
隋ず

い

の
勢
力
が
朝
鮮
半
島
に
お
よ
び
、
そ
の
後
、

唐
が
六
六
〇
年
代
に
朝
鮮
半
島
の
百
済
・

高
句
麗
を
滅
ぼ
し
、
六
六
三
年
に
は
唐
・

新
羅
連
合
軍
が
百
済
復
興
を
図
る
倭わ

を
破

り
ま
し
た
。
以
後
、
倭
は
一
層
先
端
技
術

の
摂
取
に
努
め
、
国
際
的
緊
張
関
係
の
中

で
律
令
国
家
の
建
設
を
進
め
ま
し
た
。

　

塚
廻
古
墳
が
あ
る
平
石
古
墳
群
の
北
方

約
二
キ
ロ
に
は
、
六
〜
七
世
紀
の
天
皇
陵

古
墳
を
含
む
王
陵
の
谷
と
も
よ
ば
れ
る
磯し

長な
が

谷た
に

古こ

墳ふ
ん

群ぐ
ん

が
あ
り
、
塚
廻
古
墳
も
激
動

の
時
代
を
勝
ち
抜
い
た
古
代
有
力
豪
族
の

墳
墓
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
こ

の
塚
廻
古
墳
の
出
土
品
を
中
心
に
ご
紹
介

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
谷 

毅
）

た
こ
と
が『
日
本
書
紀
』
に

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
中
国
の
揚よ

う

子す

江こ
う

の
南
、
呉
と
呼
ば

れ
た
地
方
に
関
係

が
あ
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
伎
楽
は
平

安
時
代
頃
に
は
廃す

た

れ
て

し
ま
っ
た
た
め
、
ど
の

よ
う
な
内
容
の
も
の
か

は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
面
は
、
後
頭
部
の

上
の
方
ま
で
作
っ
て
す
っ
ぽ
り
か
ぶ
る
大

き
な
も
の
で
す
。
法ほ

う

隆り
ゅ
う

寺じ

献け
ん

納の
う

宝ほ
う

物も
つ

中

の
面
の
材
質
は
三
種
あ
り
、
ク
ス
ノ
キ
材

製
十
九
面
、
キ
リ
材
製
九
面
、
乾か

ん

漆し
つ

製せ
い

三

平
成
館  

考
古
展
示
室

法
隆
寺
宝
物
館
第
3
室

激
動
の
時
代
を

　
　
　

勝
ち
抜
い
た
豪
族
の
墓

特
集
陳
列

 「
飛
鳥
時
代
の
古
墳 

 

│
大
阪
府
塚つ

か

廻ま
り

古
墳
と

　

古
代
東
ア
ジ
ア
文
化
│
」

　
　

9
月
8
日（
火
）〜
11
月
29
日（
日
）

幻
の
歌
舞
劇
の
お
面

特
集
陳
列

 「
伎ぎ

楽が
く

面め
ん

」

10
月
6
日（
火
）〜
11
月
1
日（
日
）

緑釉棺台残片  古墳（飛鳥）時代・7世紀  大阪府塚廻古墳出土
大阪・平石塚廻古墳調査会寄贈
漆塗りの籠棺をのせた台の一部。緑釉をかけた陶器でできています

螺旋状金線  古墳（飛鳥）時代・7世紀  大阪府塚廻
古墳出土  大阪・平石塚廻古墳調査会寄贈
極細の針金を巻いて作った繊細な金線。副葬品の
ひとつ

　

当
館
北
側
の
庭
園
に
あ
る
応
挙
館
の

内
部
に
は
、
床
の
間
や
襖
に
円ま
る

山や
ま

応お
う

挙き
ょ

の
絵
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
応
挙

館
で
、
展
示
室
と
は
違
っ
た
鑑
賞
体
験

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

一
の
間
で
は
円
山
応
挙
に
よ
る
江
戸

時
代
の
絵
画
を
、
二
の
間
で
は
鯨と
き

津つ

朝あ
さ

子こ

氏
に
よ
る
現
代
美
術
作
品
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
す
。
内
部
公
開
期
間
中
に
は
、

実
際
に
応
挙
館
の
中
に
入
り
、
江
戸
と

現
代
の
作
品
の
空
間
を
体
感
で
き
ま
す

（
下
記
参
照
）。
鯨
津
氏
の
作
品
制
作
に

あ
た
っ
て
は
、
そ
の
制
作
風
景
も
公
開

し
ま
す
。
庭
園
散
策
の
途
中
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
挙
館
一
の
間
の
床と
こ

貼は
り

付つ
け

絵え

お
よ
び
襖ふ
す
ま

絵え

は
、
作
品
保
存
の
観
点
か

ら
、
高
精
細
画
像
に

よ
る
複
製
と
な
っ
て

い
ま
す
。
本
館
7
室

で
は
、
応
挙
に
よ
る

襖
絵
の
一
部
を
公

開
し
ま
す（
11
月
17

日〈
火
〉〜
2
0
1
0

年
1
月
11
日〈
月
・

祝
〉）。
も
と
も
と

襖
絵
の
あ
っ
た
茶
室

で
の
様
子
を
観み

た
後

は
、
是
非
展
示
室

で
ほ
ん
も
の
の
作
品

も
ご
鑑
賞
く
だ
さ

い
。 

（
鬼
頭
智
美
）

応お
う

挙き
ょ

館か
ん

で
美
術
体
験応挙館  尾張国（現在の愛知県大治町）の

天台宗寺院、明
みょう

眼
げん

院
いん

の書院として寛保
2年（1742）に建てられたもの

応挙館一の間  床の間と襖に残されてい
る絵は、天明4年（1784）、円山応挙が明
眼院に眼病で滞留していた際に揮

き

亳
ごう

した
ものであると伝えられています。現在は作
品保護の観点から複製を設置しています

会
場
：
庭
園
内  

応
挙
館

11
月
10
日（
火
）〜
16
日（
月
）

　

現
代
美
術
作
品
公
開
制
作   

10
時
〜
16
時

11
月
17
日（
火
）〜
26
日（
木
）

　

応
挙
館
内
部
公
開   

10
時
〜
16
時

◆
作
品
空
間
を
体
感
し
よ
う
！

応
挙
館
の
中
に
入
っ
て
江
戸
と
現
代
の
美
術

を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
18
日（
水
）、
19
日（
木
）、
22
日（
日
）、

25
日（
水
）、
26
日（
木
）

各
日
11
時
、
14
時
の
2
回
、
各
回
10
名（
先

着
順
）

受
付
：
本
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

＊ 

会
期
中
、
当
館
研
究
員
お
よ
び
鯨
津
朝
子
氏
に
よ

る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
当
館
w
e
b
上
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊ 

天
候
不
順
に
よ
り
庭
園
公
開
が
中
止
の
場
合
は
中

止
と
な
り
ま
す
。

◎呉
ご

公
こう

  飛鳥時代・7世紀
目や口の形に飛鳥時代の特色が表れています
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頓と
ん

知ち

話ば
な
し

で
知
ら
れ
る
室
町
時
代
の
禅
僧
、

一い
っ

休き
ゅ
う

宗そ
う

純じ
ゅ
ん（

一
三
九
四
〜
一
四
八
一
）の
肖

像
画
で
す
。
こ
ち
ら
を
見
つ
め
る
視
線
や
、

白
髪
ま
じ
り
の
ぼ
さ
ぼ
さ
の
髪
、
伸
び
放

題
の
髭ひ

げ

。
顔
は
痩や

せ
て
骨
ば
り
、
額
に
は

深
い
皺し

わ

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
絵
は

多
く
の
一
休
像
の
中
で
も
、
と
く
に
生
々

し
い
印
象
を
感
じ
さ
せ
る
、
た
ぐ
い
ま
れ

な
作
品
で
す
が
、
顔
と
肩
ま
で
し
か
描
か

れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
サ
イ
ズ
も
他
の
一

休
像
よ
り
か
な
り
小
さ
く
、
三
つ
に
折
っ

て
い
た
よ
う
な
折
り
跡
も
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
完
成
作
に
至
る
過
程
で
作
ら
れ

た
下
絵
と
み
ら
れ
ま
す
。　
（
救
仁
郷
秀
明
）

人
々
の
暮
ら
し
を
活
き
活
き
と
写
す
下
絵
が
魅
力

国
宝  

扇せ
ん

面め
ん

法ほ

華け

経き
ょ
う

冊さ
っ

子し

　
　
　
　
　

    

9
月
8
日（
火
）〜
10
月
18
日（
日
）

本
館
3
室  

宮
廷
の
美
術

　

平
安
時
代
の
貴
族
や
庶
民
の
活
き
活
き

と
し
た
日
常
の
姿
を
下
絵
に
描
き
、
そ
の

上
に
法
華
経
を
書
写
し
た
扇
型
の
冊
子
本

で
、
大
阪
・
四
天
王
寺
伝
来
の
十
帖
の
う

ち
の
一
帖
で
す
。

　

写
経
な
ど
美
麗
に
趣
向
を
凝
ら
す
こ
と

が
仏
へ
の
供
養
に
な
る
と
考
え
ら
れ
た
平

安
時
代
後
半
、
他
方
で
は
ま
た
、
宮
廷
女

房
た
ち
の
間
で
趣
向
を
凝
ら
し
た
扇

絵
を
作
る
こ
と
も
盛
ん
で
し
た
。
そ
れ

ら
の
志
向
が
交
錯
し
た
所
、
高
位
の

宮
廷
女
性
に
よ
る
企
図
制
作
が
な
さ
れ

た
と
推
定
さ
れ
る
こ
の
作
品
に
も
、
平

安
貴
族
の
優
美
な
美
意
識
が
存
分
に
発

揮
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

（
沖
松
健
次
郎
）

◉扇面法華経冊子  平安時代・12世紀
水辺の楽しげな雰囲気が伝わってきます

◎毘沙門天立像（部分）平安時代・応保2
年（1162）   川端龍子氏寄贈
キラリと光る目と繊細な文様の衣に注目

一休
さ
ん
は
ど
ん
な
顔
？

重
文  一い

っ

休き
ゅ
う

和お

尚し
ょ
う

像

　
　

10
月
20
日（
火
）〜
11
月
29
日（
日
）

本
館
3
室　

禅
と
水
墨
画

　

埃ほ
こ
り

よ
け
の
白
い
揚あ

げ

烏え

帽ぼ

子し

、
軽
く
膝ひ

ざ

を

折
っ
て
支
え
ら
れ
た
傘
、
白
い
足た

袋び

と
履は

き

物も
の

。
こ
れ
か
ら
出
掛
け
よ
う
と
す
る
身
支
度

で
、
麻
の
葉
模
様
の
し
ご
き
を
結
び
な
お
し

な
が
ら
振
り
返
る
女
性
。
手
を
空あ

け
る
た
め

に
銜く

わ

え
ら
れ
た
扇
子
が
印
象
深
い
。
背
景

が
描
か
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
の
場
の

○立姿美人図（部分） 喜多川歌麿筆
江戸時代・18世紀  個人蔵
歌麿肉筆画の代表作とされる気品
ある一幅 瞳

は
水
晶
の
輝
き

重
文  

毘び

沙し
ゃ

門も
ん

天て
ん

立り
ゅ
う

像ぞ
う

10
月
14
日（
水
）〜
2
0
1
0
年
1
月
17
日（
日
）

　

聖
徳
太
子
の
伝
記

を
描
い
た
も
の
で
す
。

数
多
く
の
作
品
が
作

ら
れ
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
平
安
時
代
・
延

久
元
年（
一
〇
六
九
）、

秦は
た

致ち

貞て
い

と
い
う
画
家

に
よ
っ
て
描
か
れ
た

こ
と
が
わ
か
り
、
聖

徳
太
子
絵
伝
の
中
で

も
抜
き
ん
出
て
古
く
、

し
か
も
最
大
規
模
の

絵
で
す
。
こ
れ
ま
で

に
何
回
も
修
理
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
本
来

綾あ
や

織お

り
の
絹
地
に
描

か
れ
た
も
の
で
、
そ

の
綾
地
の
部
分
の
絵

は
ほ
ぼ
古
い
も
の
だ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
の
当
館
の
詳
細
な
調
査
で
、
そ
の
綾

地
に
も
何
種
類
か
あ
り
そ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
な
ど
、
謎
は
深
ま
り
つ
つ
も
少
し
ず
つ

調
査
が
前
進
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
林
達
朗
）

本
館
11
室  

彫
刻

　

応
保
二
年（
一
一
六
二
）の
年
記
の
あ
る

印い
ん

仏ぶ
つ

が
像
内
に
納の

う

入に
ゅ
う

さ
れ
て
い
て
、
お
よ

そ
の
像
の
製
作
時
期
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
目
に
水
晶
を
嵌は

め
る
玉

ぎ
ょ
く

眼が
ん

と
呼
ば
れ

る
、
鎌
倉
時
代
に
流
行
し
た
技
法
を
採
用
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
最
初
期
の
像
の
一
つ
で

す
。
全
身
に
は
繊
細
な
彩
色
が
残
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
彫
刻
史
上
た
い
へ
ん
に

貴
重
な
像
で
す
が
、
以
前
は
見
る
機
会
の
な

い
謎
の
像
で
し
た
。
そ
の
像
が
、
平
成
14

年
に
画
家
の
川か

わ

端ば
た

龍り
ゅ
う

子し

氏
の
遺
族
か
ら
当

館
に
寄
贈
さ
れ
、
そ
れ
以
降
毎
年
三
ヶ
月

程
度
展
示
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
背
面
ま

で
じ
っ
く
り
と
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
丸
山
士
郎
）

◎
一
休
和
尚
像（
部
分
）  

没
倫
紹
等
賛

室
町
時
代
・
15
世
紀  

岡
崎
正
也
氏
寄
贈

絵
の
上
部
に
は
、一
休
が
作
っ
た
賛
を
弟
子
の
没
倫
紹
等

が
書
き
写
し
て
い
ま
す

様
子
が
浮
か
び
上
が

る
よ
う
な
臨
場
感
を

も
ち
、
黒く

ろ

留と
め

袖そ
で

に
配

さ
れ
た
裾す

そ

の
白
い
桜
、

鉄
線
模
様
の
緑
の
帯
、

抑
え
ら
れ
た
色
彩
が
、

女
性
に
清
雅
な
気
品

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

女
性
の
さ
ま
ざ
ま

を
描
き
分
け
る
こ
と

を
得
意
と
し
た
歌
麿

な
ら
で
は
の
肉
筆
美

人
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

（
田
沢
裕
賀
）

◉
聖
徳
太
子
絵
伝（
部
分
） 

秦
致
貞
筆  

平
安
時
代
・
延
久
元
年（
一
〇
六
九
）

太
子
が
三
十
五
歳
の
と
き
、勝
鬘
経（
し
ょ
う
ま
ん
ぎ
ょ
う
）を
講
じ
る
と
天
か
ら
蓮
華

が
降
っ
て
き
た
と
こ
ろ（
中
央
）

＊
T
N
M
&
T
O
P
P
A
N
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ア
タ
ー
に
て
関
連
作
品
を
上
演
し
ま
す
。

（
10
月
2
日〈
金
〉〜
11
月
1
日〈
日
〉）

歌
麿
美
人
の
気
品

重
美  

立た
ち

姿す
が
た

美び

人じ
ん

図ず 

　
　
　
　
　

喜
多
川
歌
麿
筆

11
月
3
日（
火
・
祝
）〜
11
月
29
日（
日
）

本
館
10
室  

浮
世
絵
と
衣
装

法
隆
寺
宝
物
館
第
6
室  

絵
画

太
子
の
生
涯
を
絵
と
き

国
宝  

聖し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

絵え

伝で
ん

   

10
月
6
日（
火
）〜
11
月
1
日（
日
）
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埼
玉
県
所
沢
市
の「
柳
瀬
荘
」は
、
実
業
家
、
ま
た
茶
人
と
し

て
も
名
高
い
松ま

つ

永な
が

安や
す

左ざ

エえ

門も
ん

氏（
耳じ

庵あ
ん

）の
旧
別
荘
で
、
昭
和
二

十
三
年（
一
九
四
八
）に
当
館
に
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
五

千
坪
を
超
え
る
敷
地
に
は
、
武
蔵
野
の
面
影
を
今
に
と
ど
め
る

雑
木
林
の
な
か
、
江
戸
時
代
の
民
家「
黄お

う

林り
ん

閣か
く

」（
重
要
文
化
財
）、

書
院
造
り
の「
斜し

ゃ

月げ
つ

亭て
い

」、
茶
室
の「
久き

ゅ
う

木ぼ
く

庵あ
ん

」が
あ
り
ま
す
。
こ

の
柳
瀬
荘
を
舞
台
に
、
日
本
大
学
芸
術
学
部
と
の
共
催
で
、
美

術
鑑
賞
と
教
育
普
及
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

　

絵
画
や
版
画
、
彫
刻
の
作
品
展
で
は
、
古
民
家
と
現
代
ア
ー

ト
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
水
彩
絵
の
具
で
民
家
を
描
い
た
り
、

「自然と柳瀬荘」上映
柳瀬荘と自然の移り変わりを多方面から撮影した、
「柳瀬荘」の紹介フィルム（DVD）を上映します。

日時： 11月5日（木）～21日（土）〈木～日のみ開催〉
10:00～16:30

撮影・制作：宮澤誠一教授（日本大学芸術学部映画学科）

日本大学芸術学部美術学科彫刻コース  
教職員作品展
古民家とその庭、雑木林、竹林などに彫刻作品を展示
します。

日時： 11月5日（木）～21日（土）〈木～日のみ開催〉
10:00～16:30

出品者：大槻孝之、木下宏、建畠朔弥、鞍掛純一、江口週、
北澤一伯、佐藤晃、佐藤久仁子、鷹尾俊一、小倉洋一、
太田正恒、溝口達也、松本隆、石川奈緒美、渡邊敏文、
小池一馬、木原智代、澤口智一、向山武志

ワークショップ 「青写真制作」
サノアタイプ（青写真）におけるフォトグラム（影写真）
制作。

日時：10月11日（日）10:00～15:00  ＊雨天中止
指導：鈴木孝史教授
対象： 小学生から一般まで

（小学3年生以下は保護者同伴のこと）
定員：20名（先着順）
申込先：日本大学芸術学部写真学科
FAX：03-5995-8219

ワークショップ 「民家を描こう」
重要文化財の古民家を水彩絵の具で描く。

日時：10月18日（日）10:00～14:00  ＊雨天中止
指導：岩野弘之教授、大庭英治准教授
対象：小学生（保護者同伴のこと）
定員：20名（先着順）
申込先：日本大学芸術学部美術学科
FAX：04-2993-2208

ワークショップ 「連句創作」
「連句」について、公開授業を通して日本文学の俳
諧体について学び、実習体験します。

日時：11月4日（水）13:30～16:00
指導：夫馬基彦教授
対象：一般
定員：5～ 10名（先着順）
申込先：日本大学芸術学部文芸学科
FAX: 04-2993-2277

コンサート
池田直樹教授  他  
音楽学科学生による、独唱、合唱。

日時：10月14日（水）
　　　16:00～ 16:45
曲目：キャッツ、レ・ミゼラブル、
　　　オペラ座の怪人より
定員：50名（先着順）
申込先： 日本大学芸術学部

音楽学科
FAX：03-5995-8249

ワークショップ 「竹の家」を共同で作る。
工作キットの組み立てでは味わえない「ものと空間
づくり」を体験し、チームワーク、協調の重要性を学
びます。

日時：10月4日（日）10:00～16:30  ＊雨天中止
指導：桑原淳司教授  他  大学院生
対象：小学生（保護者同伴のこと）
定員：20名（先着順）
申込先：日本大学芸術学部デザイン学科
FAX：04-2993-2245

庭
の
竹
を
切
り
出
し
て
、
参
加
者
全
員
で
家
を
つ
く
っ
た
り
と
、

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
ま
し
た
。
大
人
の
方
も
参
加
で

き
る「
青
写
真
制
作
」
や
、
公
開
授
業
の「
連
句
創
作
」
も
あ
り

ま
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
オ
ペ
ラ
歌
手
と
し
て
名
高
い
池
田
直
樹
教

授
他
、
学
生
達
に
よ
る
独
唱
、
合
唱
を
、
黄
林
閣
の
庭
で
お
聞

き
い
た
だ
け
ま
す
。

　

通
常
は
毎
週
木
曜
日
、
外
観
の
み
無
料
で
公
開
し
て
い
ま
す

が（
10
時
〜
16
時
、
た
だ
し
10
月
〜
3
月
は
15
時
ま
で
）、
期
間

中
は
特
別
に
建
物
の
内
部
も
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

柳
や な

　 瀬
せ

　 荘
そ う

アート・教育
プロジェクト

柳瀬荘「黄林閣」
東武東上線志木駅から跡見女子大行きバスで15分。「中野」下車徒歩5分
西武新宿線・池袋線所沢駅から志木駅南口行きバスで25分「西側」下車徒歩3分
通常は毎週木曜日10:00～15:00公開
現地問い合わせTEL: 04-2944-2009

ワークショップ  「竹の家」を共同で作る

日本大学芸術学部美術学科絵画コース  
教職員作品展
日本家屋の空間に絵画、版画、
ドローイングの平面及びオブ
ジェの作品を展示し、古民家
と現代アートのコラボレーショ
ンを試みます。

日時： 10月1日（木）～18日（日）
 〈木～日のみ開催〉

 10:00～16:30
出品者：有地好登、岩野弘之、
蛯子真理央、大庭英治、笹井裕子、
福島唯史、福田篤、宮沢真徳 岩野弘之「景」

※入場料・参加費はすべて無料です。
※ ワークショップ、コンサートは事前申込制です。「講座名、住所、氏名、学年（年齢）、電話番号、必要に応じて保護者名」
を記入してファックスでお申込ください。
※総合問い合わせ先  日本大学芸術学部美術学科　TEL: 04-2993-2203

池田直樹
「ドン キ ショット」
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講演会

列品解説

建築ツアー

知る楽しみ、学ぶ喜び
講座・講演会・解説

留学生・日本語教師・通訳の方のための 
「美術作品を通して知るにっぽん」
留学生の日に関連した講演会です。
日時：10月3日（土）13:30～15:00　会場：平成館大講堂
定員： 380名（先着順）　聴講無料（ただし、当日の入館料は必要）
講師：小林牧（当館広報室長）

「皇室と東京帝室博物館」
特集陳列「皇室と東京帝室博物館」（2009年10月14日〈水〉～12月
6日〈日〉本館16室）に関連した講演会です。
日時：11月21日（土）13:30～15:00　会場：平成館大講堂
定員： 380名（先着順）　聴講無料（ただし、当日の入館料は必要）
講師：高橋裕次（当館博物館情報課長）

第2回「前野まさるとゆく“東京国立博物館建物探訪”」
前野まさる東京芸術大学名誉教授の解説で、東京国立博物館内
の名建築を見学します。台東区教育員会との連携企画です。
日時：11月7日（土） 10:00～11:30 ※内容は第1回目と同じです。

会場：東京国立博物館本館、表慶館ほか　定員：50名
講師：前野まさる氏（東京芸術大学名誉教授）
参加料：無料（ただし東京国立博物館の入館料が必要です）
申込方法：往復はがきの「往信用裏面」に催し名と参加者各人の郵便番
号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号・年齢・人数を、「返信用表面」に郵
便番号・住所・氏名を明記し下記へお申し込みください。
〒111-8621 東京都台東区西浅草3-25-16 台東区生涯学習センター
生涯学習課文化財担当「建物探訪」係
締切：10月22日（木）必着
※応募者多数の場合は抽選となります。※1枚のはがきで2名まで申込可。

お問い合わせ：TEL 03‐5246‐5852（台東区生涯学習センター生涯学習課文化
財担当）

東京国立博物館の研究員による
展示解説です。

「観
かん

楓
ぷう

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

」（作品写真は6ページ）

10月6日（火）14:00～14:30  本館2室  講師：遠藤楽子（国際交流室研究員）

「中国考古  玉器鑑賞入門」 
10月9日（金）18:30～19:00  本館20室  講師：川村佳男（東洋室研究員）

「狭
さ

衣
ごろも

物
もの

語
がたり

絵
え

巻
まき

断簡をみる」 
10月20日（火）14:00～14:30  本館3室  講師：瀬谷愛（平常展調整室研究員）

「横山大観入門」 
10月27日（火）14:00～14:30  本館20室  講師：植田彩芳子（特別展室研究員）

「平安時代の装飾経」 
11月10日（火）14:00～14:30  本館20室  講師：島谷弘幸（学芸研究部長）

「東京国立博物館所蔵の正倉院織物」 
11月17日（火）14:00～14:30  本館特別2室  講師：澤田むつ代（特任研究員）

「呉
ご

州
す

赤
あか

絵
え

」（作品写真は8ページ）

11月24日（火）14:00～14:30  本館14室  講師：今井敦（東洋室長）

ファミリーワークショップ

「料紙づくりと散らし書きカレンダーに挑戦！」
展示室で、きれいな紙に筆で書かれたお経や和歌を鑑賞した後、
来年のカレンダーを作ります。作品と同じような模様の料紙を摺
り、その上に散らし書き風に来年の目標を書いてください。
日時：❶ 2009年12月19日（土）10:00～12:30
 ❷ 2009年12月20日（日）10:00～12:30
会場：平成館小講堂　対象：小学校5年生以上の児童・生徒とそのご家族
定員：各回10組（応募者多数の場合抽選）　
参加費：無料（ただし当日の入館料が必要です。高校生以下と満18歳未満および満70
歳以上の方は入館無料）

申込方法：往復はがき・FAX・電子メールのいずれかで ①参加者全員の氏
名（ふりがな）・お子さんの学年 ②郵便番号・住所 ③電話番号（FAX番号） 
④参加希望日を記入の上、下記申込先へお送りください。
申し込み先：〒110-8712 東京都台東区上野公園13-9 東京国立博物
館 教育普及室「料紙カレンダー」係  
FAX: 03‐3822‐3010  
電子メール：edu@tnm.jp（件名に「〇月〇日（希望日）カレンダー」とご記入ください）
締切：❶❷ともに、12月4日（金）必着

1

上から：
本館（日本ギャラリー）、
表慶館 エントランス
ホールの天井ドーム、
表慶館

狭衣物語絵巻

   
 P

ART

教育普及
事業 !!
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「貝合せを作って貝合せに挑戦！」
毎年大好評の貝合せのワークショップを開催します。江戸時代に作られ
た、本物の貝合せを見たあとに、博物館のさまざまな展示作品をスケッ
チして、自分だけのオリジナル貝合せを作りましょう。できあがったら、
自分たちで作った貝合せを使って、家族対抗貝合せ大会を行います。
日時：❶ 2009年11月22日（日）13:00～17:00
 ❷ 2009年11月23日（月・祝）13:00～17:00
会場：平成館小講堂　対象：小学生およびそのご家族

五感を使った美術体験
ワークショップ

あなたの鑑賞をサポート
ボランティアによる事業

大人向けワークショップ

大人向けワークショップ

ファミリーワークショップ

新ガイドツアーのお知らせ

こどもたちのアートスタジオ

「貝合せを作ってみよう」
本館8室「暮らしの調度」で貝

かい

桶
おけ

と貝合せが展示されます。これにあわせ
て、毎年恒例の貝合せのワークショップを開催します。大名家のお嫁入
り道具の第一とされた貝合せ。作品をじっくり見て、歴史を学んだあと
は、さまざまな展示作品に見られる伝統的な模様をヒントに自分だけの
オリジナル貝合せを作りましょう。
日時：❶ 2009年11月20日（金）17:30～20:00
 ❷ 2009年11月21日（土）15:30～18:00
会場：平成館小講堂　対象：一般（高校生以上）
定員：各回20名（応募者多数の場合抽選。一度の申し込みで2名までお申し込みいただけます）

参加費：無料（ただし当日の入館料は必要です。高校生以下と満18歳未満および満70歳以上の
方は入館無料）

申込方法：往復はがき・FAX・電子メールのいずれかで ①参加者全員の氏名（ふ
りがな） ②郵便番号・住所 ③電話番号（FAX番号） ④参加希望日を記入の上、
下記申込先へお送りください。
申込先：〒110-8712 東京都台東区上野公園13-9 
東京国立博物館  教育普及室「一般貝合せ」係  
FAX: 03‐3822‐3010  電子メール：edu@tnm.jp
（件名に「〇月〇日（希望日）一般貝合せ」とご記入ください）

締切：❶❷ともに、11月6日（金）必着

「唐
から

紙
かみ

もようのオリジナル料紙と継紙カード作り」
毎年恒例の、装飾料紙に関連したワークショップを行います。平安時代
中期から鎌倉時代中期にかけて、宮廷貴族が和歌などを書写するために
用いた紙には、金銀や雲

き

母
ら

を用いた優美な装飾が施されていました。
研究員とともに展示作品を鑑賞したのち、唐紙模様のオリジナル料紙を摺
り、クリスマスやお正月にふさわしい継ぎ紙のカードを作ってみてください。
日時：❶ 2009年12月19日（土）14:30～16:30
 ❷ 2009年12月20日（日）14:30～16:30
会場：平成館小講堂　対象：一般（高校生以上）
定員：20名（応募者多数の場合は抽選。一度の申し込みで2名までお申し込みいただけます）

参加費：無料（ただし当日の入館料が必要です）
申込方法：往復はがき・FAX・電子メールのいずれかで ①参加者全員の氏名（ふ
りがな） ②郵便番号・住所 ③電話番号（FAX番号） ④参加希望日を記入の上、
下記申込先へお送りください。
申込先：〒110-8712  東京都台東区上野公園13-9  東京国立博物館  教育普
及室「料紙カード」係  
FAX: 03‐3822‐3010  
電子メール：edu@tnm.jp（件名に「〇月〇日（希望日）
料紙カード」とご記入ください）

締切：❶❷ともに、12月4日（金）必着

「表慶館アジアギャラリーガイド」
東京国立博物館は、中国、インド、東南アジアなど東洋の様々な国や地
域で作られた作品を収蔵しています。東洋館休館期間中、それらの作品
は、おもに表慶館で展示されています。分野・地域・時代も多岐にわたる
東洋の作品の魅力をご紹介する、ボランティアによるガイドツアーを期
間限定で実施します。表慶館アジアギャラリーの展示をどうぞお楽しみ
ください。
11月12日（木・天皇陛下ご即位20年記念無料観覧日）・11月15日（日）～2010年
1月31日（日）の金曜日、日曜日（ただし、12月27日、1月1日、1月3日を除く）

13:30～14:15（約45分）

集合場所：表慶館アジアギャラリー  エントランス

「根
ね

付
つけ

作り」
本館10室にある根付を見学した後に、粘土を加工してオリジナル根付
を制作します。
日時：11月1日（日）13:30～15:30
会場：平成館小講堂　
対象：小学校3年生から高校生
※保護者の方の見学も可能です（ただし、平常展入館料が必要です）。

定員：10名程度
申込方法：往復はがきの「往信用裏面」に、日程「根付作り11/1」と郵便番号・住
所・参加される方のお名前（ふりがな）・学年・電話番号・保護者がご一緒の場合
はその人数、「返信用表面」に、返信先の郵便番号・住所・氏名を明記し下記ま
でお申込ください。
申込先：〒110-8712  東京都台東区上野公園13-9  東京国立博物館学芸企画
部博物館教育課ボランティア室
締切：10月19日（月）必着※締切の後、参加券をお送りします。なお、応募多数の場合は抽選
とさせていただきます。

定員：各回10組（応募者多数の場合抽選）
参加費：無料（ただし当日の入館料は必要です。高校生以下と満18歳未満および満70歳以上
の方は入館無料）

申込方法：往復はがき・FAX・電子メールのいずれかで ①参加者全員の氏名
（ふりがな）・お子さんの学年 ②郵便番号・住所 ③電話番号（FAX番号） ④参加
希望日を記入の上、下記申込先へお送りくだ
さい。
申込先：〒110-8712  東京都台東区上野公
園13-9 東京国立博物館 教育普及室「ファミ
リー貝合せ」係  
FAX: 03‐3822‐3010  
電子メール：edu@tnm.jp（件名に「〇月〇日（希望日）
ファミリー貝合せ」とご記入ください）

締切：❶❷ともに、11月6日（金）必着

2

3
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ART
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※当落に関らず連絡いたします。実施日の3日前までに受講可否の連絡がない場合は、
　通信トラブルの可能性もありますので、教育普及室に電話でお問い合わせください。
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INFORMATION

◆東京国立博物館賛助会員
　募集のご案内
　東京国立博物館では賛助会員制
度を設け、当館の活動を幅広くご
支援いただいております。賛助会員
よりいただいた会費は、文化財の購
入・修理、調査研究・平常展・施設整
備等の充実にあてております。どう
か賛助会の趣旨にご理解ご賛同い
ただき、ご入会くださいますようお
願い申し上げます。

　入会日より1年（入会月の翌年同月
末日まで）有効。賛助会員には、特別
会員と維持会員との2種類があります。

年会費
 特別会員 100万円以上
 維持会員 法人　20万円
   個人　5万円
主な特典
 ●特別展の内覧会にご招待
 ●東京国立博物館ニュースの送付
＊賛助会員のお申し込みは随時受け付
けています。
＊お問い合わせ
 東京国立博物館総務部  賛助会担当 
  TEL 03-3822-1111（代）

イベント開催のお知らせ
◆藤原真理チェロコンサート
♯響きあう和と洋の音色  チェロと三味線の世界♯
日時  12月6日（日） 開場14:30  開演15:00
会場  平成館ラウンジ
出演  藤原真理（チェロ）、倉戸テル（ピアノ）
　　   常磐津都史（三味線）、常磐津文字東久（三味線）
曲目  〈三味線〉「常磐津情景描写集」より

 〈チェロ〉チャイコフスキー：メロディー Op.42（懐かしい土地の思い出よ  
　　　り）／ショパン：チェロ・ソナタ Op.65／フォーレ：ノクターン／フォーレ：月
　　　の光 Op.46-2／シューマン：3つのロマンス Op.94
料金   一般  5,000円（全席自由）
　　   友の会・キャンパスメンバーズ割引  4,000円
　　   ※当日は、コンサートチケットで、平常展をご観覧いただけます。
主催  東京国立博物館、サロン･ド･ソネット

◆ジェラール・プーレ  ヴァイオリン コンサート
♯巨匠ジェラール・プーレが奏でる 美しい音色の輝き＃
日時  12月12日（土） 開場13:30  開演14:00
会場  平成館ラウンジ
出演  ジェラール・プーレ（ヴァイオリン）、川島余里（ピアノ）
曲目  モーツァルト：ヴァイオリンとピアノの為のソナタ  変ホ長調  K.481／クラ
　　  イスラー：①ジプシー奇想曲／②ブラームス＝クライスラー編  ハンガリー
　　　舞曲より／③ドヴォルザーク＝クライスラー編  スラヴ舞曲より／チャイコ
　　　フスキー：憂鬱なセレナーデ／ベートーヴェン：ヴァイオリンとピアノの為の
　　　ソナタ  第10番  ト長調
料金  一般  3,500円（全席自由）
　　  友の会・キャンパスメンバーズ割引  2,500円
　　  ※当日は、コンサートチケットで、平常展をご観覧いただけます。
主催  東京国立博物館
企画協力  東京芸術大学演奏芸術センター客員教授  瀧井敬子

チケットのお求め方法
● 当館正門観覧券売場でのチケット販売
開館日の9：30～閉館30分前まで
● 電話予約販売
申  込  先　東京国立博物館イベント担当  TEL 03-3821-9270
受付時間　月曜日～金曜日の9:30～17:00（祝休日は除く）
引　　換　公演当日、9:30～当館正門観覧券売場にて現金引換にてお渡しします。
お問い合わせ　 東京国立博物館  総務課イベント担当  TEL03-3821-9270

 月曜日～金曜日の9:30～17:00（祝休日は除く）
※各イベント詳細は、当館ホームページでご確認ください。
※お車でのご来館はご遠慮ください。

東京国立博物館賛助会員　2009年8月20日現在

和田 喜美子 様
佐々木 芳絵 様
藤原 紀男 様
松本建設株式会社 様
関谷 徳衛 様
高橋 守 様
小澤 桂一 様
上久保 のり子 様
株式会社 スタイルカフェ・ドット・ネット 様
長谷川 英樹 様
池田 孝一 様
木村 剛 様
観世 あすか 様
コクヨファニチャー株式会社 様
星埜 由尚 様
久保 順子 様
渡辺 章 様
稲垣 哲行 様
帖佐 誠 様
株式会社 古美術藪本 様
飯岡 雄一 様
峯村 協成 様
牧 美也子 様
髙瀬 正樹 様
坂井 俊彦 様
寺浦 信之 様
塚越 香 様
高木 美華子 様
日本ハーデス株式会社 様
山岡 ユウ子 様
古屋 光夫 様
根田 穂美子 様
松本 澄子 様
鷲塚 泰光 様
是常 博 様

上野 孝一 様
北山 喜立 様
謙慎書道会 様
社団法人 全国学校栄養士協議会 様
山田 泰子 様
近代書道研究所 様
田村 久雄 様
日本畜産興業株式会社 様
髙橋 徹 様
栄田 陸子 様
絹村 安代 様
髙橋 良守 様
岡田 博子 様
臼井 生三 様
津久井 秀郎 様
川澄 祐勝 様
神通 豊 様
永久 幸範 様
五十嵐 良和 様
石川 公子 様
池田 慶子 様
株式会社 東京書芸館 様
青山 千代 様
永田 実香 様
西岡 康宏 様
友景 紀子 様
東野 治之 様
辻 泰二 様
高木 聖鶴 様
竹下 佳宏 様
松原 聡 様
シチズンホールディングス株
式会社 様
野澤 智子 様
有賀 浩治 様

特別会員
日本電設工業株式会社 様
株式会社コア 様
株式会社精養軒 様
大日本印刷株式会社 様
株式会社毎日新聞社 様
株式会社大林組東京本社 様
株式会社ホテルオークラエンタープライズ 様
株式会社ミロク情報サービス 様
読売新聞東京本社 様
三菱商事株式会社 様
凸版印刷株式会社 様
ブルガリ ジャパン株式会社 様
東芝国際交流財団 様
日本写真印刷株式会社 様

維持会員
東京電力株式会社 様
朝日新聞 様
株式会社東京放送 様
早乙女 節子 様
株式会社三冷社 様
宇津野 和俊 様
伊藤 信彦 様
井上 萬里子 様
株式会社東京美術 様
薮内 匡人 様
服部 禮次郎 様
株式会社鶴屋吉信 様
岩沢 重美 様
高田 朝子 様
齋藤 京子 様
齋藤 邦裕 様
株式会社 安井建築設計事務所 様
株式会社 ナガホリ 様

吉田 幸弘 様
野﨑 弘 様
坂田 浩一 様
池谷 正夫 様
池谷 徳雄 様
脇 素一郎 様
髙谷 光宏 様
青山 道夫 様
杉原 健 様
木谷 騏巳郎 様
木村 則子 様
インフォコム株式会社 様
渡久地 ツル子 様
汐崎 浩正 様
関 哲夫 様
堤 勝代 様
山下 由紀子 様
平井 千惠子 様
秦 芳彦 様
田中 千秋 様
学校法人 大勝院学園 様
小西 晫也 様
澁谷 洋志 様
山下 照夫 様
小澤 祐子 様
仙石 哲朗 様
中井 伸行 様
髙見 康雄 様
田中 望 様
三井 速雄 様
坂詰 貴司 様
吉田 靖 様
有限会社 システム設計 様
松本 雅彦 様
明珍 素也 様

伊藤 喜雄 様
井上 雄吉 様
狩野 祐光 様
大森 雅子 様
鈴木 宗鶴 様
折越 卓哉 様
渡辺 恭昌 様
平野 京子 様
安田 和正 様
細川 要子 様
鈴木 幸一 様
武藤 剛志 様
秋元 文子 様
土師 詔三 様
上塚 建次 様
櫛田 良豊 様
株式会社 インターネットイニシアティブ 様
鏡  賢志 様
野口 圭也 様
村木 久晃 様
公和図書 株式会社 様
高久 真佐子 様
（株）小西美術工藝社 様
小川 春夫 様
平山 利恵 様
陶山 哲夫 様
井出 雪絵 様
佐藤 禎一 様
岡本 博司 様
岡本 恭子 様
谷川 紀彦様
山口 隆司様
原 一之様
会田 健一様
（ほか62名3社、順不同）

◆2010年 東博カレンダー プレゼント
一年を通して美しい美術作品をお楽しみいただける東京国立博物館の
オリジナルカレンダーを、抽選で10名の方にプレゼントします。
締切11月20日（金）必着
※プレゼントの応募方法
はがきに住所、氏名（ふりがな）、性別、年齢、職業、ならびにこの号
でいちばん面白かった企画をご記入のうえ、下記までお送りくださ
い。発表は発送をもって代えさせていただきます。
　〒110-8712  台東区上野公園13-9東京国立博物館
　　　　　　　広報室「ニュース10･11月号」プレゼント係

◆10月3日（土）は留学生の日
留学生をご招待！
　東京国立博物館では年に1度、留学生の日を定め、日本で学ぶ留学生の
皆さんをご招待しています。留学生を対象とした講座や英語でのガイド、
そして日本庭園を見ながらのお茶会もあります。特別企画満載の東博で一
日日本文化体験をしてみませんか？
10月3日（土）  9:30～ 17:00（入館は閉館の30分前まで）
平常展（本館、表慶館、平成館1階、法隆寺宝物館）の観覧が無料とな
ります。入館の際に学生証をご提示ください。
対象：日本の学校に所属する留学生、ALT（外国語指導助手）および、その
同行者

イベントスケジュール
10:00～ 10:20  博物館紹介「東京国立博物館へようこそ」  本館1階20室
                　　　 東博の紹介や本日の見どころについてお話します。
11:00～ 12:30  英語ガイド「日本美術の流れ」  本館2階
                　　　 留学生に知ってもらいたい作品を英語で紹介します。
11:30～ 12:30  お茶会１  庭園内応挙館
                　　　 先着30名、11:00から庭園入口で整理券を配布します。
12:00～ 12:20  博物館紹介「東京国立博物館へようこそ」  本館1階20室
                　　　 東博の紹介や本日の見どころについてお話します。
12:30～ 13:30  お茶会2  庭園内応挙館
                　　　 先着30名、12:00から庭園入口で整理券を配布します。
13:30～ 15:00  講演会 留学生・日本語教師・通訳の方のための「美術作品を通して    
　　　　　　　知るにっぽん」  平成館大講堂  講師  小林牧（当館広報室長）
                　　　 当日見られる作品を題材に日本文化の特徴をお話します。
14:00～ 15:30  英語ガイド「日本美術の流れ」  本館2階
                　　　 留学生に知ってもらいたい作品を英語で紹介します。
15:30～ 16:30  お茶会3  庭園内応挙館
                　　　 先着30名、15:00から庭園入口で整理券を配布します。
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◆国立博物館の展示案内
〈京都国立博物館〉
特別展覧会「立正安国論」
奏進750年記念「日蓮と法華の名宝─華ひらく京都町衆文化─」
10月10日（土）～ 11月23日（月・祝）
〈奈良国立博物館〉
御即位20年記念「第61回 正倉院展」
10月24日（土）～ 11月12日（木）
〈九州国立博物館〉
九州国立博物館開館4周年記念特別展「古代九州の国宝」
10月20日（火）～ 11月29日（日）

東京国立博物館友の会＆パスポート
  友の会　年会費  1万円  発行日から1年間有効
特典　東京・京都・奈良・九州国立博物館4館の平常展は何度で
もご覧いただけます。特別展に関しては、観覧券を12枚配布。そ
のほか、本誌の定期郵送などさまざまな特典があります

  パスポート　一般 4,000円  学生 2,500円
発行日から1年間有効
特典　東京・京都・奈良・九州国立博物館4館の平常展は何度で
も、お好きな6つの特別展を1回ずつ計6回までご覧いただけます
＊ 建物の改修等のため、京都国立博物館平常展示館、東京国立博物館
東洋館など一部展示館を閉館しています。

◆ お申し込みは当館窓口、郵便振替または当館ホームページで
〈郵便振替でのお申し込み〉
＊振替用紙には郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号・職業・年
　齢・性別・メールアドレスを楷書でご記入ください
＊振替用紙の半券が領収書になります。会員証、パスポートが届くまで
　保管しておいてください
＊振替手数料はお客様の負担となります
＊ご入金確認日より会員証、パスポートがお手元に届くまで2週間程か
　かります

友の会
　加入者名（振替先）東京国立博物館友の会
　口座番号00160-6-406616

パスポート
　加入者名（振替先）東京国立博物館パスポート
　口座番号00140-1-668060
 ＊振替用紙には申込区分（一般か学生）、学生の場合は、生徒手帳か学
　　生証のコピーを郵送またはFAXでお送りください

◆お問い合わせ
TEL 03-3822-1111（代）  友の会・パスポート担当
FAX 03-3821-9680

東京国立博物館ニュース定期郵送のご案内
本誌の定期購読をご希望の方は、年間（6冊分）1,000円の送料・
事務費のご負担でご自宅にお届けします
◆お申し込みは郵便振替で
 加入者名（振替先）東京国立博物館ニュース　
 口座番号 00100 - 2 -388101
 ＊振替用紙には郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号を楷書で
　　ご記入ください
 ＊振替用紙の半券が送料の領収書になります。1年間保管しておい
　　てください
　 ＊振替手数料はお客様のご負担となります
　 ＊次号より送付ご希望の場合、締切は11月10日です

東京国立博物館メールマガジンのご案内
特別展・各種催し・展示替・ウェブ更新などの情報をいち早くお
届けします  ＊ご登録はhttp: //www.tnm.jp/から

東京国立博物館利用案内
開館時間  9：30～17：00、2009年11月までの特別展開催期

間中の金曜日は20：00まで、10月～11月の特別展
開催期間中の土・日・祝・休日、4月～9月の土・日・
祝・休日は18：00まで（入館は閉館の30分前まで）。

休 館 日  毎週月曜日（祝日、休日の場合は翌日）、年末年始
（12月28日～1月1日）。11月2日（月）、16日（月）、
24日（火）は開館

平常展観覧料金
  一般600（500）円、大学生400（300）円
 ＊（　）内は20名以上の団体料金
 ＊障害者とその介護者1名は無料です。入館の際に障害者手帳など
　　をご提示ください
 ＊満70歳以上、高校生以下および18歳未満の方の平常展観覧は無
　　料です。入館の際に年齢のわかるもの（生徒手帳、健康保険証、運
　　転免許証など）をご提示ください
 ＊11月12日（木）は無料観覧日です
＊お申し込みに際してご提供いただいた個人情報は、当該の目的にの
み使用させていただきます。当館は個人情報に関する法令を遵守し、
適正な管理・利用と保障に万全を尽くします

表紙  ◉観楓図屛風（部分）  狩野秀頼筆  室町～安土桃山時代・16世紀  ※本誌6ページ参照
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14
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、
15
時
、
16
時
上
演　

各
回
30
名

※
当
日
予
約
制  

本
館
1
階
エ
ン
ト
ラ
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ス
に
て
受
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◆
資
料
館

　

所
蔵
資
料
紹
介
コ
ー
ナ
ー
の
開
設

　

資
料
館
に
は
、
明
治
5
年
の
博
物
館
の

創
設
以
来
、
収
集
、
蓄
積
し
て
き
た
貴
重

な
資
料
が
数
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
0
9
年
7
月
よ
り
1
階
閲
覧
室
に
資
料

展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
資
料
館
の
所
蔵
資

料
に
つ
い
て
種
類
別
に
と
り
あ
げ
て
紹
介
を

し
て
い
ま
す
。

　

展
示
内
容
に
つ
い
て
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
↓
東
京
国
立
博
物
館

情
報
ア
ー
カ
イ
ブ
↓
図
書

情
報
検
索
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
ニ
ュ
ー
ス
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
展
の
関
連

図
書
や
、
毎
月
の
新
着
図

書
・
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
に

つ
い
て
も
閲
覧
室
に
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
自
由
に
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

永徳、若冲から
大観、松園まで 期

※展示作品は1期と2期ですべて替わります

2009年10月6日（火）─11月3日（火・祝）

図版＝
唐獅子図屏風（部分）  狩野永徳筆 
雪月花（部分）  上村松園筆 
朝陽霊峰（部分）  横山大観筆
動植綵絵 群鶏図（部分） ・芍薬群蝶図（部分） 伊藤若冲筆 
すべて三の丸尚蔵館

2期

正倉院宝物と
書・絵巻の名品

2009年11月12日（木）─11月29日（日）

Tokyo National Museum 
Heiseikan ［Ueno Park］東京国立博物館 平成館 上野

公園

図版＝ 螺鈿紫檀阮咸（部分）  正倉院宝物 ／ 漆胡瓶　正倉院宝物 ／ 春日権現験記絵（部分）  高階隆兼筆　三の丸尚蔵館 ／ 玉泉帖（部分）  小野道風筆　三の丸尚蔵館

Treasures of the Imperial Collections
Splendor of Japanese Art
御即位20年
記念特別展皇室の名宝

11月12日（木）は天皇陛下御即位20年を記念して入館無料です
※来場者多数の場合、ご入館いただけないこともあります

開館時間＝午前9時30分～午後5時 ※ただし、金曜日は午後8時、土・日曜日、祝日は午後6時まで ※入館は閉館の
30分前まで／休館日＝10月13日（火）、19日（月）、26日（月） ※11月4日（水）～11月11日（水）は展示替えを行います／
入館料＝一般1300円（前売1100円・団体1000円）、大学生1000円（前売800円・団体700円）、高校生700円
（前売500円・団体400円）、1･2期セット券2200円（前売2000円）※団体は20名以上。中学生以下は無料。障害者とその
介護者1名は無料です。入館の際に障害者手帳などをご提示ください。※セット券は1期専用観覧券と2期専用観覧
券の2枚組です。セット券は一般のみです。チケットのお求めはチケットぴあ、ローソンチケット、イープラス、CNプレイガイドなど／
主催＝東京国立博物館、宮内庁、NHK／特別協力＝NHKプロモーション、読売新聞社、日本経済新聞社

お問い合わせ＝03-5777-8600（ハローダイヤル）　東京国立博物館ホームページ http://www.tnm.jp/　展覧会公式ホームページ http://www.bihana.jp/

 ─日本美の華
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z15:00

時間延長（18:00まで）
o13:30  v14:00  r14:30

留学生の日留学生の日  講演会  講演会  講演会、博物館紹介、英語ガイド、お茶会＊1
 　 z15:00  y13:30  {11:00

時間延長（18:00まで）
　  {15:00

v14:00  r14:30

休館日 　  u14:00

　  z15:00列品解説列品解説「観楓図屛風」14:00 本館2室
{15:00

　   台東区教育委員会連携事業「前野まさるとゆく“東京国立博物館建物
探訪”」10:00 本館＊4    {11:30  y13:30  u14:00  z15:00  

　  u14:00  l14:00  x14:30 　  m14:30

夜間開館（20:00まで）
列品解説列品解説「中国考古 玉器鑑賞入門」18:30 本館20室  r14:30 休館日

時間延長（18:00まで）
記念講演会記念講演会「皇室コレクション、平成の歩み  ―修理調査報告を中心として―」13:30 
平成館大講堂＊2　   u14:00  w14:30

列品解説列品解説「平安時代の装飾経」14:00 本館20室

時間延長（18:00まで）  m14:30 v14:00  y14:30  m14:30

時間延長（18:00まで） 天皇陛下御即位20年記念無料観覧日天皇陛下御即位20年記念無料観覧日
　  　13:30  u14:00  l14:00＊5  x14:30

休館日 夜間開館（20:00まで）  r14:30

v14:00  y14:30  m14:30 時間延長（18:00まで）  　  u14:00  w14:30

　  u14:00  x14:30 時間延長（18:00まで）  記念講演会記念講演会「正倉院の宝物  歴史の奥行き」
13:30  平成館大講堂＊2  　13:30  v14:00  r14:30 

夜間開館（20:00まで）  z15:00

時間延長（18:00まで）
　  {11:00＊3  y13:30  u14:00  z15:00

列品解説列品解説「東京国立博物館所蔵の正倉院織物」14:00 本館特別2室 
{15:00 

時間延長（18:00まで）  k12:30,14:00  v14:00  r14:30

休館日 　  u14:00  x14:30

列品解説列品解説「狭衣物語絵巻断簡をみる」14:00 本館3室  {15:00 夜間開館（20:00まで）
大人向けワークショップ「貝合せを作ってみよう」17:30 平成館小講堂＊6
　13:30  z15:00   
時間延長（18:00まで）  　  月例講演会月例講演会「皇室と東京帝室博物館」13:30
平成館大講堂＊7  大人向けワークショップ「貝合せを作ってみよう」15:30
平成館小講堂＊6  {11:00＊3  y13:30  u14:00  z15:00

　  u14:00  x14:30
時間延長（18:00まで）
ファミリーワークショップ「貝合せを作って貝合せに挑戦！」13:00  平成館小講堂＊8
k12:30,14:00　　13:30  v14:00　

夜間開館（20:00まで）  r14:30
時間延長（18:00まで）
ファミリーワークショップ「貝合せを作って貝合せに挑戦！」13:00 平成館小講堂＊8
l14:00＊5  

時間延長（18:00まで）  　  u14:00  w14:30 列品解説列品解説「呉州赤絵」14:00 本館14室

時間延長（18:00まで）  v14:00  l14:00 v14:00  y14:30  

休館日 　  u14:00  x14:30

列品解説列品解説「横山大観入門」14:00 本館20室 夜間開館（20:00まで）
　13:30  r14:30

v14:00  y14:30 時間延長（18:00まで）
　   u14:00  w14:30

　  u14:00 時間延長（18:00まで）  　13:30  v14:00 

夜間開館（20:00まで）

時間延長（18:00まで） 　  u14:00

休館日
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u＝ボランティアによる本館ハイライトツアー、集合場所：本館1階エントランス
v＝ボランティアによる浮世絵展示ガイド、集合場所：本館1階エントランス
w＝ボランティアによる陶磁エリアガイド、集合場所：本館1階エントランス
x＝ボランティアによる彫刻ガイド､集合場所：本館1階エントランス
y＝ボランティアによる樹木ツアー、集合場所：本館1階エントランス
r＝ボランティアによる考古展示室ガイド、集合場所：平成館考古展示室入口
　＝ボランティアによる表慶館アジアギャラリーガイド、集合場所：表慶館1階エントランス
z＝ボランティアによる法隆寺宝物館ガイド、集合場所：法隆寺宝物館1階エントランス
k＝ ボランティアによる茶会、集合場所：本館1階エントランス（一般及び大学生は参加費500

円、10月先着30名、11月先着20名、開始1時間前に集合場所で整理券配布）
l＝ ボランティアによる庭園茶室ツアー、集合場所：本館1階エントランス（先着20名、開始30

分前に集合場所で整理券配布）
{＝ ボランティアによるたてもの散歩ツアー、集合場所：本館1階エントランス

m＝ボランティアによる英語ガイド（本館ハイライト）、集合場所：本館1階エントランス
o＝ ボランティアによるこどもたちのアートスタジオ（根付作りコース、事前予約制〈抽選10名〉、

詳細は本誌13ページをご覧ください）
　＝黒田記念館開館日、木曜・土曜13：00～16：00　＊11/3～11/ 8は特別公開のため連日開館
　＝ ミュージアムシアター「国宝 聖徳太子絵伝」（10 / 2～11/1）、「国宝 金銅灌頂幡 飛鳥の
天人」（11/3～12/27）上映　10：00 11：00 12：00 14：00 15：00 16：00 各回30名、集
合場所：本館1階エントランス（詳細は本誌15ページをご覧ください）

＊1「留学生の日」関連事業、詳細は本誌14ページをご覧ください
＊2特別展「皇室の名宝─日本美の華」関連事業、事前申込制、詳細は2ページをご覧ください
＊3第三土曜日は手話通訳付きです
＊4事前申込制、詳細は本誌12ページをご覧ください
＊511/12、23は応挙館は外観のみの見学となります  
＊6事前申込制、詳細は本誌12ページをご覧ください
＊7特集陳列「皇室と東京帝室博物館」関連事業、詳細は本誌5ページをご覧ください
＊8事前申込制、詳細は本誌12ページをご覧ください  
＊上記の予定は予告なく変更になることがあります。当日の予定はインフォメーションカウンターでご確認ください。
＊屋外で実施するツアー・ガイドは雨天の場合中止することがあります。

「皇室の名宝」展1期

「皇室の名宝」展2期

「皇室の名宝」展2期

「皇室の名宝」展1期

応挙館で美術体験

応挙館で美術体験

秋の庭園開放

秋の庭園開放

東京国立博物館2009年10月・11月の展示・催し物2009年

10月
2009年

11月


